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交
通
渋
滞
課
金
制
度
が
1
月

5
日
に
開
始
さ
れ
、
5
つ
の
行

政
区
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
地
域

に
住
む
通
勤
者
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
60
丁
目
以
南
の
道
路

や
大
通
り
に
入
っ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
に
課
金
す
る
政
策
で
、
乗
用

車
の
場
合
、E-ZPass

利
用
で

平
日
の
午
前
５
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
、
週
末
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
９
時
ま
で
の
「
ピ

ー
ク
時
間
帯
」
の
料
金
は
9

ド
ル
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

E-ZPass

利
用
の
乗
用
車
の
場

合
、
夜
間
は
料
金
が
2
ド
ル
25

セ
ン
ト
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
高
速
道
路

の
み
を
走
行
す
る
場
合
、
混
雑

ゾ
ー
ン
を
通
る
2
つ
の
主
要
高

速
道
路
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
・

ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
Ｆ
Ｄ
Ｒ
ド
ラ
イ

ブ
は
課
金
の
対
象
外
。た
だ
し
、

い
ず
れ
か
の
高
速
道
路
か
ら
混

雑
ゾ
ー
ン
内
の
ロ
ー
カ
ル
ス
ト

リ
ー
ト
や
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
降
り

た
場
合
は
課
金
さ
れ
る
。
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）

お
よ
び
港
湾
局
の
橋
や
ト
ン
ネ

ル
に
関
し
て
は
、
現
行
の
混
雑

時
以
外
料
金
が
適
用
さ
れ
る

が
、E-ZPass

搭
載
車
は
、
リ

ン
カ
ー
ン
、
ホ
ラ
ン
ド
、
ク
イ

ー
ン
ズ
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
、
ヒ

ュ
ー
・
Ｌ
・
ケ
ア
リ
ー
各
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

に
入
る
際
、
混
雑
時
以
外
料
金

ア
ク
セ
ス
に
は
住
宅
街
を
通
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
課

金
さ
れ
る
。

　

ホ
ー
ラ
ン
ド
・
ト
ン
ネ
ル（
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か
ら
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
へ
）
も
、
60
丁
目
以

南
の
住
宅
街
に
直
接
つ
な
が
っ

て
い
る
。
こ
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
、
混
雑
料
金
が
課
さ

れ
る
。
ホ
ー
ラ
ン
ド
・
ト
ン
ネ

ル
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
出
る

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
同
じ
ル
ー
ル

が
適
用
さ
れ
る
。
混
雑
ゾ
ー
ン

内
で
移
動
を
開
始
し
て
い
な
い

限
り
、
料
金
が
課
さ
れ
る
。

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
北
部
か
ら
メ

ジ
ャ
ー
・
デ
ィ
ー
ガ
ン
高
速
道

路
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ド
ソ
ン
・

パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
、
そ
の
他
の
高

速
道
路
を
利
用
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
混
雑
料
金
徴
収
区
域
の

北
側
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入

る
こ
と
に
な
り
、
他
の
入
口
と

同
様
に
、
住
宅
街
の
60
丁
目
よ

り
北
を
走
行
す
る
場
合
は
、
混

雑
料
金
は
発
生
し
な
い
。

　
（
関
連
記
事
３
面
と
５
面
に
）

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

が
割
引
さ
れ
る
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
「
割
引
額
は
、
乗

用
車
で
は
最
大
3
ド
ル
、
オ
ー

ト
バ
イ
は
最
大
１
ド
ル
50
セ
ン

ト
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
貸

切
バ
ス
は
最
大
7
ド
ル
20
セ
ン

ト
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
お
よ
び
観

光
バ
ス
は
最
大
12
ド
ル
と
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン

橋
（
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
か

ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
）
は
、
混

雑
ゾ
ー
ン
よ
り
北
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
へ
の
車
の
乗
り
入
れ
と
な

る
。
60
丁
目
よ
り
北
の
住
宅

街
の
通
り
を
通
行
し
て
南
側
に

入
っ
た
場
合
の
み
、
混
雑
料
金

が
課
さ
れ
る
。
目
的
地
が
60
丁

目
よ
り
南
で
、
住
宅
街
の
通
り

を
通
行
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

は
、
料
金
を
支
払
う
必
要
が
あ

る
。
リ
ン
カ
ー
ン
・
ト
ン
ネ
ル

は
、
60
丁
目
よ
り
南
の
住
宅
街

に
車
両
を
乗
り
入
れ
さ
せ
る
こ

と
か
ら
こ
の
ト
ン
ネ
ル
か
ら
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
に
入
る
と
、
渋
滞

課
金
が
課
さ
れ
る
。
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
か
ら
リ
ン
カ
ー
ン
・
ト
ン

ネ
ル
を
通
っ
て
出
る
場
合
、
渋

滞
ゾ
ー
ン
か
ら
出
発
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
ト
ン
ネ
ル
へ
の

Ｎ
Ｙ
渋
滞
税
の
詳
細

今
月
５
日
に
開
始
、
割
引
も

　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
と

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
は
1
月
４

日
か
ら
、週
末
の
土
日
に
限
り
、

マ
ン
ス
リ
ー
定
期
券
利
用
者
を

対
象
に
、
同
伴
者
最
高
２
人
ま

で
が
片
道
１
ド
ル
で
乗
車
で
き

る
冬
季
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ウ
ィ

ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
に
は
、
都
市
交

通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
ア
プ
リ

TrainTime

、
ま
た
は
車
内
で

車
掌
に
有
効
な
定
期
券
を
提
示

し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
ェ
ア
・

チ
ケ
ッ
ト
を
同
伴
者
１
人
当
た

り
１
ド
ル
で
購
入
す
る
。
同
企

画
は
、
翌
日
５
日
に
始
ま
っ
た

渋
滞
税
執
行
と
重
な
っ
た
。

　

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ポ
ー

ト
・
ジ
ャ
ー
ビ
ス
線
と
パ
ス
カ

ッ
ク
・
バ
レ
ー
線
は
対
象
外
。

ま
た
期
間
中
、
マ
ン
ス
リ
ー
定

期
券
利
用
者
は
、
記
載
さ
れ
て

い
る
区
間
圏
外
も
追
加
料
金
な

し
で
乗
車
で
き
る
。
３
月
末
日

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://new.mta.info/arti-
cle/winter-weekends-2025

を
参
照
。 同伴者は１ドルで乗車

週末限定サービス
メトロノースと LIRR

　

今
年
も
元
旦
に
毎
年
恒
例

の
ポ
ー
ラ
・
ベ
ア
（
北
極
グ

マ
）
ク
ラ
ブ
の
イ
ベ
ン
ト
が
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
の
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
の
海
岸
で
行
わ
れ
、
約

４
０
０
０
人
が
寒
水
に
飛
び
込

ん
で
２
０
２
５
年
の
新
年
を
迎

え
た
。
こ
の
新
年
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
同
ク
ラ
ブ
と
コ
ー
ニ
ー
ア

イ
ラ
ン
ド
の
共
催
で
開
催
さ

れ
、
今
年
で
１
２
２
年
の
歴
史

の
あ
る
伝
統
行
事
。

　

凍
り
つ
く
よ
う
な
大
西
洋
の

海
に
浸
か
る
と
い
う
の
は
、
文

化
や
年
齢
に
と
ら
わ
れ
ず
楽

し
め
、
世
界
各
国
か
ら
の
参

加
者
が
い
る
。
同
ク
ラ
ブ
は

１
９
０
３
年
に
創
設
さ
れ
た
全

米
で
最
も
古
い
寒
中
水
泳
ク
ラ

ブ
だ
が
、
泳
ぐ
こ
と
が
目
的
で

は
な
く
、
寒
水
に
飛
び
込
ん
で

浸
か
る
こ
と
が
メ
イ
ン
。
メ
ン

バ
ー
は
、
11
月
か
ら
4
月
ま
で

毎
週
集
ま
っ
て
寒
水
す
る
。
創

設
者
は
古
来
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
、
自
然
食
品
、
運
動
の
提
唱

者
で
あ
る
バ
ー
ナ
ー
・
マ
ク

フ
ァ
ー
デ
ン
氏
（
故
人
）。
現

在
、
１
５
０
人
の
現
役
会
員
が

い
る
。
元
旦
の
イ
ベ
ン
ト
は
地

元
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
フ
ァ
ン

ド
レ
ー
ジ
ン
グ
も
兼
ね
、
毎
年

10
万
ド
ル
以
上
の
寄
付
を
集
め

て
い
る
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
元

旦
の
寒
水
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
を

一
般
公
募
し
て
い
る
。
世
界
中

の
同
様
な
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

最
大
規
模
で
参
加
費
は
無
料
。

毎
年
1
月
1
日
の
午
前
10
時
か

ら
午
後
2
時
ま
で
。
来
年
は
ぜ

ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
？　

詳
細
は
、
コ
ー
ニ
ー
ア
イ
ラ

ン
ド
・
ポ
ー
ラ
ベ
ア
・
ク
ラ

ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

coneyislandpolarbearclub.
com

　

参
照
。

写真 Photo: Gregory D’Agostino

Ｎ
Ｙ
で
伝
統
の

寒
中
水
泳
！

ポーラ・ベア・クラブ
コニーアイランド

122年の歴史今も続く
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顔
面
移
植
の
研
究
を
Ｎ
Ｙ
で
行
う

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
（
Ｎ
Ｙ

Ｕ
）
ラ
ン
ゴ
ー
ン
医
療
セ
ン
タ

ー
の
形
成
外
科
に
、
日
本
の
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
か
ら
顔
面

や
手
の
移
植
の
研
究
の
た
め
に

留
学
し
て
い
る
研
究
者
が
い

る
。
平
山
晴
之
医
師
だ
。

　

２
０
２
４
年
12
月
、
交
通
事

故
で
車
が
炎
上
し
、
全
身
の
80

％
に
火
傷
を
負
い
顔
面
と
両
手

の
移
植
手
術
を
行
っ
た
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
在
住
の
米
国
人

男
性
が
、
手
術
後
に
知
り
合
っ

た
看
護
師
の
女
性
と
結
婚
す
る

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
に
な

っ
た
。
顔
面
移
植
は
世
界
で
こ

れ
ま
で
に
約
50
例
行
わ
れ
て
お

り
、
米
国
や
フ
ラ
ン
ス
、
ト
ル

コ
な
ど
多
く
の
国
で
行
わ
れ
て

い
る
が
、
日
本
で
は
ま
だ
行
わ

れ
て
い
な
い
。
平
山
医
師
に
話

を
伺
っ
た
。

　

平
山
医
師
は
千
葉
大
学
医
学

部
医
学
科
を
16
年
に
卒
業
後
、

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
形
成
外

科
に
医
師
と
し
て
勤
務
。
専
門

は
頭
頸
部
再
建
、
再
建
外
科
。

24
年
10
月
か
ら
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ラ
ン
ゴ

ー
ン
医
療
セ
ン
タ
ー
の
形
成
外

科
で
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

　

顔
面
や
手
、
喉
頭
、
腹
壁
な

ど
の
移
植
を
「
血
管
化
複
合
組

織
同
種
移
植
（
Ｖ
Ｃ
Ａ
）」
と

言
う
。
血
管
と
血
管
を
縫
い
合

わ
せ
て
血
流
を
再
開
さ
せ
る
必

要
が
あ
り
、
さ
ら
に
神
経
、
筋

肉
、
骨
な
ど
を
つ
な
げ
る
こ
と

に
よ
っ
て
機
能
の
再
建
も
可
能

と
な
る
。
一
方
で
非
常
に
高
度

な
知
識
と
技
術
が
求
め
ら
れ

る
。「
日
本
で
は
、
臓
器
の
移

植
に
関
す
る
法
律
（
臓
器
移
植

法
）
で
、
心
臓
、
肺
、
肝
臓
、

腎
臓
な
ど
の
移
植
は
認
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
時
点
で
顔
面
や

手
な
ど
の
移
植
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
日
本
人
の
死

生
観
、
脳
死
を
人
の
死
と
し
て

受
け
入
れ
る
こ
と
へ
の
抵
抗

感
、
臓
器
移
植
の
制
度
の
問
題

も
あ
り
、
日
本
の
臓
器
提
供
者

数
は
米
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
韓
国

な
ど
の
他
国
と
比
べ
て
遥
か
に

少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
」
と

平
山
医
師
。
日
本
人
は
遺
体
に

傷
を
つ
け
る
こ
と
を
嫌
が
る

が
、
例
え
ば
移
植
医
療
の
進
ん

で
い
る
米
国
の
場
合
、
自
分
や

家
族
の
死
が
、
臓
器
を
提
供
す

る
こ
と
で
多
く
の
人
の
命
を
救

　

現
在
、
Ｎ
Ｙ
Ｕ
ラ
ン
ゴ
ー
ン

医
療
セ
ン
タ
ー
の
形
成
外
科
の

平
山
医
師
が
所
属
す
る
研
究
室

に
は
米
国
人
、
台
湾
人
、
中
国

人
の
研
究
者
が
お
り
、
日
本
人

は
平
山
医
師
一
人
。
免
疫
拒
絶

や
免
疫
抑
制
剤
に
関
す
る
研
究

を
行
っ
て
い
る
。
研
究
の
た
め

に
マ
ウ
ス
で
Ｖ
Ｃ
Ａ
の
移
植
モ

デ
ル
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
顕

微
鏡
で
血
管
を
縫
い
合
わ
せ
る

マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
と
い

う
手
術
の
経
験
が
豊
富
な
平
山

医
師
が
着
任
し
た
。
着
任
後
マ

ウ
ス
の
後
ろ
脚
を
別
の
マ
ウ
ス

に
移
植
す
る
手
術
に
既
に
成
功

し
て
い
る
と
言
う
。

　

Ｖ
Ｃ
Ａ
に
は
免
疫
拒
絶
を
起

こ
し
や
す
い
皮
膚
が
含
ま
れ
る

た
め
、
免
疫
拒
絶
を
起
こ
す
確

率
が
他
の
臓
器
に
比
べ
て
約
7

倍
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｃ

Ａ
の
免
疫
拒
絶
や
免
疫
抑
制
剤

に
関
す
る
研
究
は
、
他
の
臓
器

の
移
植
に
も
役
立
つ
。
Ｖ
Ｃ
Ａ

は
も
と
も
と
戦
争
や
事
故
な
ど

で
顔
や
手
を
失
っ
た
人
に
対
し

て
行
わ
れ
、
米
国
に
お
い
て
は

国
立
衛
生
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）

や
国
防
総
省
な
ど
が
資
金
援
助

を
す
る
こ
と
で
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
。
米
国
の
研
究
設
備
や

研
究
資
金
の
規
模
の
大
き
さ
に

驚
い
た
と
平
山
医
師
は
話
す
。

　
「
日
本
に
も
病
気
や
怪
我
で

Ｖ
Ｃ
Ａ
を
必
要
と
し
て
い
る
患

者
さ
ん
が
い
る
。
米
国
で
の
研

究
期
間
を
終
え
た
ら
、
Ｖ
Ｃ
Ａ

が
日
本
で
実
現
す
る
よ
う
に
尽

力
し
た
い
」
と
結
ん
だ
。

　
　
（
石
黒
か
お
る
、
写
真
も
）

っ
た
り
人
生
を
大
き
く
変
え
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
人
が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
顔

面
移
植
の
場
合
は
、
提
供
者
の

遺
体
に
は
葬
儀
の
際
に
は
元
の

顔
と
同
じ
よ
う
な
マ
ス
ク
（
仮

面
）
を
作
り
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
の
だ
と
い
う
。「
日
本
人

の
死
生
観
を
変
え
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
移
植
そ
の
も
の
に
対

す
る
意
識
や
認
識
を
変
え
る
こ

と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
移
植
医
療
に
関
す
る
よ
り

積
極
的
な
啓
蒙
活
動
が
必
要

だ
」
と
平
山
医
師
は
言
う
。

　

そ
し
て
「
日
本
は
技
術
面
、

施
設
面
い
ず
れ
も
十
分
に
整
っ

て
お
り
、
将
来
的
に
Ｖ
Ｃ
Ａ
の

手
術
が
行
わ
れ
る
可
能
性
が
高

い
が
、
実
現
の
た
め
に
解
決
す

べ
き
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
る
」

と
話
す
。 ランゴーン医療センターに留学中の医師

平山晴之さん
　

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
写

真
家
の
植
山
慎
太
郎
に
よ
る

２
０
２
５
年
カ
レ
ン
ダ
ー
を
抽

選
で
５
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
。
植
山
氏
は
カ
レ
ン
ダ
ー
製

作
時
に
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
季

節
を
感
じ
る
１
枚
を
厳
選
し
て

い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

　

応
募
は
本
紙
編
集
部
に
取
り

に
来
ら
れ
る
人
に
限
る
。
希
望

者
は
氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
番

号
か
Ｅ
メ
ー
ル
）、「
カ
レ
ン
ダ

ー
プ
レ
ゼ
ン
ト
希
望
」
と
明
記

し
、
1
月
17
日
（
金
）
ま
で
に

Ｅ
メ
ー
ルinfo@nyseikatsu.

com

ま
で
応
募
を
。
当
選
者

に
通
知
す
る
。

写真家　植山慎太郎

2025 年版カレンダー読者プレゼント

https://japanvillage.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://www.takesushi.us/
https://hinomaru-limo.com/
mailto:info@nyseikatsu.com
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NYで渋滞税施行
確かに車は減ったが・・・

タ
ク
シ
ー
運
転
手

「
客
い
な
い
」

駐
車
場
は
ガ
ラ
ガ
ラ

　

交
通
渋
滞
課
金
制
度
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

で
1
月
5
日
に
開
始
さ
れ
、
翌
日
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
明

け
た
６
日
月
曜
の
午
前
中
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
60
丁
目
以
南

の
主
要
道
路
は
、見
た
目
に
も
車
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
制
度
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
60
丁
目
以
南
の
道
路
や
大
通
り

に
入
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
９
ド
ル
を
課
金
す
る
全
米
で
も
初
の

政
策
で
、
昨
年
の
実
施
が
い
っ
た
ん
棚
上
げ
さ
れ
て
今
年
か
ら

値
下
げ
さ
れ
て
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。タ
ク
シ
ー
運
転
手
は「
客

が
い
な
く
な
っ
て
大
打
撃
だ
」
と
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
の
空

車
の
列
で
語
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
46
丁
目
５
番
街
と
６
番
街
の

普
段
は
大
混
雑
す
る
駐
車
場
も
「
ご
ら
ん
の
通
り
ガ
ラ
ガ
ラ
だ

よ
」
と
従
業
員
も
諦
め
顔
だ
っ
た
。　
　
（
写
真
・
三
浦
良
一
）

昼前の時間帯、普段は車で混雑するブロードウエー 60丁目。上部には課金する装置（６日午前 11時 30分）

https://www.nipponclub.org/
https://giip-global.com/ja/
https://slide-method.com/welcome/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
か
ら
届
く

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
１
０
０
点
を
展
示

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

事
務
所
は
日
系
企
業
の
採
用
活

動
と
地
元
教
育
機
関
と
の
関
係

構
築
を
支
援
す
る
た
め
、
２
月

25
日
（
火
）
午
後
２
時
か
ら
５

時
ま
で
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
大
学
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
学
部
が
主
催
す
る
キ
ャ

リ
ア
フ
ェ
ア
に
て
、
企
業
が
利

用
で
き
る
ブ
ー
ス
を
設
置
す

る
。
学
生
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

ほ
か
、企
業
の
知
名
度
を
高
め
、

教
職
員
や
他
企
業
と
交
流
す
る

良
い
機
会
と
な
る
。

　

現
在
は
参
加
企
業
を
募
集
し

て
い
る
。
出
展
料
は
無
料
（
ジ

ェ
ト
ロ
が
負
担
す
る
、交
通
費
・

宿
泊
費
等
は
各
社
が
負
担
）。

　
「
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
展
」

が
１
月
27
日
（
月
）
か
ら
、
セ

ン
タ
ー
・
フ
ォ
ー
・
ザ
・
ジ
ュ

ー
イ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー（
西

16
丁
目
15
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。
第
２
次
世
界
大
戦
中
の
ユ

ダ
ヤ
人
迫
害
の
数
百
万
人
に
わ

た
る
被
害
者
の
一
人
で
、
世
界

で
最
も
翻
訳
さ
れ
て
い
る
本
の

一
つ
『
ア
ン
ネ
の
日
記
』
を
書

い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
少
女
の

短
い
人
生
を
振
り
返
る
。
フ
ラ

対
象
は
日
系
企
業
、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
以
外
か
ら
の
参
加
も
可

能
。
定
員
は
先
着
９
社
。
問
い

合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ルrept4@

jetro.go.jp

（
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ

事
務
所
、
宮
原
さ
ん
）
ま
で
。

申
し
込
み
は
１
月
31
日
（
金
）

ま

で

に
、https://www.

jetro.go.jp/form5/pub/
nya/uk25

か
ら
。
キ
ャ
リ
ア

フ
ェ
ア
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://pigmancareers.
uky.edu/

を
参
照
す
る
。

 ■在NY日本国総領事館＝(212)371-
8222 ■NY日本商工会議所＝(212)246-
8001 ■日本クラブ＝(212)581-2223
 ■NY日系人会＝(212 )840 -6942 
■ジェトロ＝(212)997-0400■ジャパ
ン・ソサエティー＝(212)832-1155
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DV日本語ホットライン(888)888-7702
 ■アガペハウス＝世界規模の駆け込
み寺「日本語110番」: www.Jhelp.com

「たすけて」■APICHA＝(866)274-
2429■乳がん相談 BCネットワーク
＝info@bcnetwork.org■NY日本人教
育審議会＝(914)921-0350■同機関
運営＝NY日本人学校(203)629-9039
 ■NJ日本人学校＝(201)405-0888
■NY補習授業校＝(914)636-3770  
■NJ補習授業校＝(201)585-0555

 公共サービス連絡先

ケンタッキー大で
キャリアフェア２月 25日
ジェトロが参加企業募集

ン
ク
フ
ル
ト
で
の
幼
少
期
か
ら

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
へ
の
移
住
、

１
９
４
４
年
の
逮
捕
と
強
制
収

容
所
へ
の
送
還
な
ど
、
そ
の
背

景
に
触
れ
る
。

　

同
展
で
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン
ク
・
ハ
ウ

ス
か
ら
集
め
ら
れ
た
１
０
０
点

以
上
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示

さ
れ
る
ほ
か
、ア
ン
ネ
と
両
親
、

妹
、
ほ
か
４
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が

ナ
チ
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
２

年
間
潜
伏
し
て
い
た
隠
れ
家

を
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
以
外
で

初
め
て
原
寸
大
で
再
現
す
る
。

被
害
者
と
し
て
で
は
な
く
、
ひ

と
り
の
少
女
と
し
て
、
作
家
と

し
て
、
そ
し
て
回
復
力
と
強
さ

の
象
徴
と
し
て
、
ア
ン
ネ
の
人

生
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
。

　

入
場
料
は
一
般
21
ド
ル
か

ら
、17
歳
以
下
は
16
ド
ル
か
ら
。

土
曜
休
館
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://
www.annefrankexhibit.org

を
参
照
す
る
。

アンネ・フランク展NYで
隠れ家を原寸大で再現
今月 27日から開催

　

公
的
医
療
供
給
機
関
の
Ｎ

Ｙ
市
ヘ
ル
ス
＆
ホ
ス
ピ
タ
ル

ズ
の
キ
ン
グ
ス
郡
支
部
は
１

日
、
年
明
け
直
後
に
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
で
双
子
の
女

の
子
が
誕
生
し
た
こ

と
を
発
表
し
た
。
ク

ラ
ウ
ン
ハ
イ
ツ
在
住

の
シ
ェ
ニ
ー
ス
・
ク

ラ
ン
ビ
ー
さ
ん
は
、

零
時
１
分
、
続
け

て
２
分
に
体
重
６
ポ

ン
ド
13
・
９
オ
ン
ス

（
２
７
８
５
グ
ラ
ム
）、

５
ポ
ン
ド
15
・
４
オ

ン
ス
（
２
３
３
８
グ

ラ
ム
）
の
２
人
の
女

の
子
を
出
産
。
２
人
は
、
ク

ラ
ン
ビ
ー
さ
ん
と
パ
ー
ト
ナ

ー
の
ジ
ョ
ー
ダ
ン
・
ト
ム
リ

ン
ソ
ン
さ
ん
の
３
、４
児
と
し

て
迎
え
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
の
零
時
14
分
に

は
、
Ｎ
Ｙ
大
学
ラ
ン
ゴ
ー
ン

医
療
セ
ン
タ
ー
の
テ
ィ
ッ
シ

ュ
病
院
で
７
ポ
ン
ド
10
オ
ン

ス
（
３
２
２
１
グ
ラ

ム
）
の
男
子
が
誕
生

し
た
。
両
親
で
あ
る

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ロ
ッ

カ
ウ
エ
ー
在
住
の
ゴ

ッ
テ
ス
マ
ン
夫
妻
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
を

望
ん
で
い
た
が
、
１

週
間
以
上
遅
れ
て
の

誕
生
と
な
っ
た
と
い

う
。
午
前
１
時
23
分

に
は
マ
ウ
ン
ト
サ
イ

ナ
イ
・
ウ
エ
ス
ト
病

院
で
、
初
産
と
な
っ
た
キ
ン

バ
リ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
さ
ん
が

24
時
間
の
陣
痛
に
耐
え
た
後

に
帝
王
切
開
で
男
子
、
シ
ド

ニ
ー
君
を
出
産
し
た
。

NY市で今年初めての赤ちゃん
双子の女の子がブルックリンで

　

イ
ー
ロ
ン
・
マ

ス
ク
氏
が
代
表
を

務
め
る
ス
ペ
ー
ス

Ｘ
社
が
、
同
社
運

用
の
衛
星
通

信
サ
ー
ビ
ス
、

ス
タ
ー
リ
ン

ク (Starlink) 

を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、

iPhone

ま
た

はAndroid 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
、

事
実
上
、
地
球
の
ど
こ
か

ら
で
も
通
話
が
可
能
と
な

る
見
通
し
が
立
っ
た
旨

を
発
表
し
た
。Direct to 

Cell

（
衛
星
直
接
通
信
）

と
呼
ば
れ
る
同
サ
ー
ビ
ス

は
従
来
の
携
帯
サ
ー
ビ
ス

と
は
異
な
り
、
地
上
に
大

規
模
な
ア
ン
テ
ナ
や
特
別

な
イ
ン
フ
ラ
を
設
置
せ
ず

に
、
衛
星
を
介
し
て
携
帯

端
末
に
Ｌ
Ｔ
Ｅ
接
続
を
直

接
提
供
す
る
新
た
な
通
信

技
術
。
こ
れ
に
よ
り
、
世

界
中
ど
こ
に
い
て
も
シ
ー

ム
レ
ス
に
テ
キ
ス
ト
、
音

声
、
デ
ー
タ
通
信
が
可
能

に
な
る
。
特
に
既
存
の
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
届
か

な
い
僻
地
や
災
害
時
に
お

け
る
有
力
な
通
信
手
段
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
技
術

が
普
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通

信
事
業
に
は
二
つ
の
大
き
な
革

命
が
起
き
る
。
第
１
に
、
従
来

は
通
信
が
困
難
だ
っ
た
地
域
で

の
携
帯
使
用
が
可
能
と
な
る
こ

と
で
僻
地
に
住
ん
で
い
る
人
々

の
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ

れ
ら
は
時
に
「
命
綱
」
と
な
り

得
る
こ
と
。
第
２
に
、
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
・
拡
大
に
大
規
模
な

投
資
が
必
要
と
な
る
従
来
の
通

信
業
者
に
と
っ
て
、
衛
星
を
利

用
し
た
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
戦
う

こ
と
が
極
め
て
困
難
な
相
手
と

な
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
品

質
・
価
格
の
双
方
で
、
既

に
激
化
し
て
い
る
競
争
に

歯
止
め
が
掛
か
ら
な
く
な

る
こ
と
。
特
に
後
者
の
部

分
は
既
存
の
通
信
事
業
者

に
と
っ
て
脅
威
な
の
は
火

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ

り
、
米
国
・
欧
州
の
複
数

の
事
業
者
が
既
に
Ｆ
Ｃ
Ｃ

（
米
国
連
邦
通
信
委
員
会
）

に
意
見
書
を
提
出
す
る
な

ど
、
政
治
的
な
問
題
に
も

発
展
し
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
主
張
は
表
向
き
は
使
用

電
波
の
干
渉
な
ど
技
術
的

な
問
題
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
本
音
の
部
分
は
競
合

排
除
の
動
き
と
感
じ
て
し

ま
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
？
し
か
も
、イ
ー
ロ
ン
・

マ
ス
ク
氏
は
次
期
ト
ラ
ン

プ
政
権
で
、
強
大
な
力
を

持
つ
こ
と
は
確
定
済
み
。

各
事
業
者
が
難
し
い
綱
渡

り
を
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
必
須
で
あ
る
。

今
後
４
年
間
で
携
帯

ビ
ジ
ネ
ス
が
ど
れ
だ

け
変
わ
る
か
。
一
消

費
者
と
し
て
、
と
て
も
楽

し
み
な
展
開
と
な
り
そ
う

だ
。

（
え
が
わ
・
な
か
ば
／
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線

 www.egawanakaba.com

スターリンクが、地球の全ての場所からの通信サービスを提供

アンネ・フランク

　

外
務
省
は
偽
変
造
対
策
を
強

化
す
る
た
め
、
今
年
３
月
24
日

か
ら
新
し
い
様
式
の
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
を
導
入
し
、
同
日

以
降
、
す
べ
て
の
旅
券
（
パ
ス

ポ
ー
ト
）
は
日
本
国
内
で
作
成

さ
れ
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
旅
券

の
申
請
か
ら
交
付
ま
で
に
か
か

る
所
要
日
数
は
、
大
幅
な
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
（
申
請
か

ら
交
付
ま
で
通
常
3
〜
4
週
間

程
度
）。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

総
領
事
館
で
は
、
現
在
所
有
す

る
旅
券
の
有
効
期
間
を
今
一
度

確
認
し
、
早
め
の
切
替
申
請
を

検
討
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い

る
。（
残
存
有
効
期
間
が
1
年

未
満
の
場
合
に
切
替
申
請
が
可

能
）。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
実
施

し
て
き
た
遠
隔
地
に
住
ん
で
い

る
人
か
ら
の
郵
送
に
よ
る
仮
申

請
サ
ー
ビ
ス
も
終
了
と
な
る
。

今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の

利
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
し

て
い
る
。

　

現
在
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
館
で
旅
券
を
作
成
す
る
こ

と
が
可
能
だ
が
、
3
月
24
日
以

降
は
日
本
の
国
立
印
刷
局
に
お

い
て
集
中
作
成
さ
れ
、
そ
の

後
、
同
館
ま
で
配
送
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。
現
在
同
館
で
は
、

申
請
を
受
理
し
た
日
か
ら
約
1

週
間
後
に
旅
券
の
交
付
を
行
っ

て
い
る
が
、
集
中
作
成
が
開
始

さ
れ
た
後
は
、
通
常
、
申
請
を

受
理
し
た
日
か
ら
交
付
ま
で
3

〜
4
週
間
程
度
、
若
し
く
は
そ

れ
以
上
の
日
数
が
必
要
と
な
る

場
合
が
あ
る
。
な
お
、
具
体
的

な
交
付
日
に
つ
い
て
は
、
申
請

時
に
交
付
予
定
時
期
を
伝
え
、

交
付
準
備
が
整
っ
た
段
階
で
再

度
連
絡
す
る
こ
と
に
な
る
（
窓

口
で
の
書
面
申
請
の
場
合
は
申

請
時
に
記
載
す
る
メ
ー
ル
や
電

話
で
の
連
絡
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
メ
ー
ル
を
送
信
）。
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
対
応
が
困
難

と
な
る
た
め
、
3
月
24
日
以

降
、
遠
隔
地
居
住
者
へ
の
郵
送

に
よ
る
仮
申
請
サ
ー
ビ
ス
も

終
了
す
る
。
旅
券
の
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
はhttps://www.

ny.us.em
b-japan.go.jp/

itpr_ja/passport-online-
application.html

旅
券
は
日
本
で
作
成

３
月
24
日
か
ら
開
始

　

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
６

日
、
子
供
減
税
策
と
し
て
４

歳
以
下
の
子
供
１
人
に
つ
き

１
０
０
０
ド
ル
の
所
得
税
額
控

除
、
16
歳
ま
で
の
子
供
１
人
に

つ
き
５
０
０
ド
ル
の
税
額
控
除

を
認
め
る
と
の
方
針
を
発
表
し

た
。
Ｎ
Ｙ
州
は
現
在
低
所
得
世

帯
を
対
象
に
子
供
１
人
あ
た
り

３
３
０
ド
ル
の
税
控
除
を
認
め

て
い
る
が
、
新
方
針
で
は
州
内

の
年
収
20
万
ド
ル
の
中
産
階
級

世
帯
ま
で
に
適
用
枠
を
広
め
、

約
２
７
５
万
人
の
子
供
が
対
象

と
な
る
見
込
み
で
、
対
象
世
帯

は
約
８
６
０
万
世
帯
に
上
る
。

こ
れ
に
対
す
る
財
源
は
約
３
億

ド
ル
を
充
て
る
と
し
て
い
る
。

子
供
減
税
策
を
発
表

ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ
州
知
事

http://goldsteinvisa.com
http://precious-piece.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.annefrankexhibit.org
https://www.annefrankexhibit.org
http://www.egawanakaba.com
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/passport-online-application.html
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/uk25
https://pigmancareers.uky.edu/


（5）　　 ［社　会］ 2025年（令和 7年）1月 11日（土）

　

12
月
22
日
午
前
7
時
30
分

頃
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
の
地
下

鉄
Ｆ
線
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
・

ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
駅
で
、
居
眠
り
し
て
い
た
女

性
に
男
性
が
近
づ
き
、
何
も
言

わ
ず
に
女
性
の
服
に
火
を
つ

け
、
被
害
者
が
炎
に
包
ま
れ
た

事
件
で
、
Ｎ
Ｙ
市
警
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
）
は
同
日
、セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・

ザ
ペ
タ
＝
カ
リ
ル
容
疑
者 

（
33

歳
）を
殺
人
容
疑
で
逮
捕
し
た
。

被
害
者
の
身
元
は
直
ぐ
に
は
判

明
し
な
か
っ
た
が
12
月
31
日
、

指
紋
鑑
定
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
州
ト
ム
ズ
リ
バ
ー
の
デ

ブ
リ
ナ
・
カ
ワ
ム
さ
ん
（
57
歳
）

と
確
認
さ
れ
た
。
被
害
者
と
加

害
者
間
に
は
面
識
は
な
く
同
容

疑
者
は
第
一
級
殺
人
と
放
火
の

罪
で
起
訴
さ
れ
た
。

（
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
）

焼
死
の
女
性
身
元
判
明

コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
駅

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
ジ
ャ
マ
イ
カ

で
元
旦
深
夜
、
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

の
外
で
入
店
を
待
っ
て
い
た
客

に
向
け
て
４
人
組
の
男
が
無
差

別
に
発
砲
し
、
女
性
６
人
男
性

４
人
が
負
傷
し
た
。
死
者
は
い

な
い
。
犯
人
は
現
場
か
ら
逃
走

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
（
Ｎ

Ｙ
Ｐ
Ｄ
）
は
ギ
ャ
ン
グ
が
ら
み

の
銃
撃
と
み
て
犯
人
の
行
方
を

追
っ
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
と
１
日
午

後
11
時
20
分
頃
、
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
１
０
３
丁
目
管
轄
内
に
あ
る

ア
マ
ズ
ー
ラ
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

（91-12 144th Place

）
付
近

で
銃
撃
戦
が
発
生
し
た
。
発
砲

当
時
、
ホ
ー
ル
で
は
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

昨
年
10
月
に
殺
害
さ
れ
た
地
元

の
ギ
ャ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
の
誕
生

日
が
元
日
と
重
な
っ
た
こ
と
を

祝
う
た
め
の
も
の
だ
っ
た
と
い

う
。
当
局
に
よ
る
と
、
約
90
人

が
ア
マ
ズ
ー
ラ
内
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
楽
し
ん
で
い
る
間
、
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
よ
う
と
さ
ら
に

15
人
が
店
の
外
に
並
ん
で
い

た
。
容
疑
者
４
人
が
１
４
４
丁

目
を
東
に
向
か
っ
て
歩
き
、
群

衆
に
近
づ
い
て
無
差
別
に
発
砲

を
始
め
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

リ
ベ
ラ
警
視
は
早
朝
の
記
者
会

見
で
「
４
人
の
男
が
外
に
立
っ

て
い
た
グ
ル
ー
プ
に
向
か
っ
て

30
回
以
上
発
砲
し
、
複
数
の
被

害
者
を
負
傷
さ
せ
た
。
容
疑
者

ら
は
徒
歩
で
西
に
向
か
い
、
州

外
ナ
ン
バ
ー
の
淡
色
の
セ
ダ
ン

に
乗
り
込
ん
だ
」
と
述
べ
て
い

る
。
ア
マ
ズ
ー
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

会
場
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
駅
か
ら
数

ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
場
所
に
あ

る
。
２
０
２
４
年
４
月
、
こ
の

場
所
で
２
人
の
男
性
が
銃
撃
さ

れ
負
傷
し
た
。
被
害
者
は
地
域

の
病
院
に
搬
送
さ
れ
全
員
が

回
復
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
警
察
で
は
犯
人
逮
捕
に
繋

が
る
情
報
提
供
を
市
民
に
呼
び

か
け
て
い
る
。
情
報
提
供
は

crimestoppers.nypdonline.
org 

ま
で
。

クイーンズ

発
砲
事
件
10
人
負
傷

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
ギ
ャ
ン
グ
関
連

　

12
月
31
日
の
午
後
1
時
30
分

頃
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル

シ
ー
地
区
に
あ
る
地
下
鉄
１
番

線
電
車
18
丁
目
駅
の
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
男

性
が
突
き
飛
ば
さ
れ
て
重
傷
を

負
う
事
件
が
あ
っ
た
。
大
晦
日

の
昼
過
ぎ
で
大
勢
の
人
が
い

た
。
Ｃ
Ｂ
Ｓ
ニ
ュ
ー
ス
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
が
入
手
し
た
監
視
カ

メ
ラ
の
映
像
に
は
、
被
害
者
の

45
歳
の
男
性
が
ホ
ー
ム
に
立

ち
、
携
帯
電
話
に
目
を
落
と
し

て
い
る
様
子
が
映
っ
て
い
る
。

そ
の
後
も
う
一
人
の
男
が
ホ
ー

ム
を
通
り
過
ぎ
る
の
が
見
え
、

1
分
ほ
ど
姿
を
消
し
た
あ
と
、

数
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
男
性
の
背

後
に
再
び
立
ち
、
な
ん
の
前
触

れ
も
な
く
男
性
を
線
路
に
突
き

落
と
し
た
。

　

目
撃
者
に
よ
る
と
、
被
害
者

は
走
行
中
の
列
車
の
真
正
面
に

突
き
飛
ば
さ
れ
た
と
い
う
。
警

察
に
よ
る
と
、
被
害
者
は
線
路

に
頭
を
ぶ
つ
け
た
こ
と
で
頭
蓋

骨
骨
折
を
負
い
、
ベ
ル
ビ
ュ
ー

病
院
で
重
体
と
な
っ
て
お
り
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
住
む
カ
メ

ル
・
ホ
ー
キ
ン
ス
（
23
歳
）
が

殺
人
未
遂
と
暴
行
で
逮
捕
、
起

訴
さ
れ
た
。

突
き
落
と
し
事
件

１
番
線
地
下
鉄
18
丁
目
駅
で

男
性
重
体
、
犯
人
逮
捕

事
件
が
あ
っ
た
18
丁
目
地
下
鉄
駅
の
ホ
ー
ム

　

米
国
で
初
め
て
の
渋
滞
税

が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
導
入
さ

れ
た
５
日
午
前
零
時
過
ぎ
、
レ

キ
シ
ン
ト
ン
街
と
60
番
街
の
角

に
は
１
０
０
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
こ
れ
を
祝
っ
た
導
入
支
持

者
ら
が
「
通
行
料
を
払
っ
て
」

「
通
行
料
を
払
っ
て
」
と
叫
ぶ

な
か
、
最
初
に
通
行
料
を
払
っ

た
車
が
入
る
と
拍
手
が
起
き

た
。
こ
の
声
を
か
き
消
そ
う
と

反
対
派
の
一
人
が
カ
ウ
ベ
ル
を

鳴
ら
し
た
り
し
た
。

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
に
よ
れ
ば
、
５
日

は
日
曜
日
で
大
き
な
問
題
は
な

く
、
平
日
の
６
日
朝
の
ラ
ッ
シ

ュ
時
で
も
大
き
な
混
乱
は
な
か

っ
た
。
10
％
ほ
ど
の
渋
滞
緩
和

が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
今
後

検
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

　

渋
滞
税
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

数
十
億
ド
ル
規
模
の
資
金
は
新

し
い
地
下
鉄
車
両
や
バ
ス
、
２

番
街
地
下
鉄
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
に
充
て
ら
れ
る
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
60
丁
目
か

ら
以
南
に
入
る
車
に
は
、
乗
用

車
で
日
中
９
ド
ル
（
夜
間
は
２

ド
ル
25
セ
ン
ト
）
の
料
金
が
Ｅ

Ｚ
パ
ス
で
課
金
さ
れ
る
。
Ｅ
Ｚ

パ
ス
を
使
わ
な
い
場
合
は
郵
送

で
請
求
書
が
送
ら
れ
る
が
13
ド

ル
50
セ
ン
ト
と
割
高
に
な
る
。

　

渋
滞
税
は
ロ
ン
ド
ン
、
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

な
ど
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
数
十
年
に
及

ぶ
議
論
が
続
い
た
。
世
論
調
査

で
は
市
民
へ
の
負
担
を
強
い
る

も
の
と
常
に
不
評
だ
っ
た
。
昨

年
６
月
に
開
始
予
定
だ
っ
た
の

を
見
送
り
、
11
月
に
通
行
料
金

を
15
ド
ル
か
ら
９
ド
ル
に
下
げ

る
こ
と
に
決
め
、
今
回
の
導
入

に
踏
み
切
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
次

期
大
統
領
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

競
争
力
を
阻
害
す
る
も
の
だ
と

し
て
反
対
し
て
お
り
、
大
統
領

就
任
前
に
開
始
し
た
と
見
ら
れ

て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
は

渋
滞
料
金
は
非
常
に
不
評
で
州

当
局
は
環
境
へ
の
影
響
か
ら
訴

訟
を
起
こ
し
て
い
た
が
、
連
邦

判
事
は
３
日
、
こ
れ
を
棄
却
し

た
。
同
州
で
は
た
ま
た
ま
橋
と

ト
ン
ネ
ル
の
３
％
値
上
げ
と
重

な
っ
た
こ
と
か
ら
不
満
も
大
き

い
よ
う
だ
。
リ
ン
カ
ー
ン
と
ホ

ラ
ン
ド
の
両
ト
ン
ネ
ル
で
は
ク

イ
ー
ン
ズ
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・

ト
ン
ネ
ル
な
ど
と
同
じ
く
通
行

料
が
３
ド
ル
割
引
さ
れ
る
が
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
は

渋
滞
緩
和
区
域
に
入
ら
な
い
た

め
免
除
は
な
い
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
渋
滞
料
金
導
入
で

渋
滞
緩
和
区
域
に
入
る
車
両
は

毎
日
８
万
台
減
る
と
予
想
し
て

い
る
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄

道
な
ど
が
混
雑
す
る
可
能
性
も

指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
渋
滞
税

で
得
ら
れ
る
資
金
は
鉄
道
の
整

備
に
も
回
さ
れ
る
予
定
で
、
通

勤
環
境
も
改
善
さ
れ
て
い
く
だ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ホ
ウ
ク

ル
知
事
は
１
月
の
第
三
週
に
行

わ
れ
る
年
次
州
議
会
演
説
で
メ

ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
ハ
ド
ソ
ン
線

へ
大
規
模
投
資
を
説
明
す
る
予

定
だ
。
通
行
料
は
２
０
２
８
年

ま
で
に
12
ド
ル
、
２
０
３
１
年

ま
で
に
15
ド
ル
に
値
上
げ
さ
れ

る
予
定
だ
。

　
（
関
連
記
事
１
面
と
３
面
に
）

Ｎ
Ｙ
で
始
ま
っ
た
渋
滞
税
課
金

３
年
後
と
６
年
後

順
次
値
上
げ
計
画

　

５
月
10
日
（
土
）
に
開
催
さ

れ
る
第
4
回
目
の
「
ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
＆
ジ
ャ
パ
ン
ス
ト
リ

ー
ト
フ
ェ
ア
」
に
向
け
、
パ
レ

ー
ド
へ
の
参
加
団
体
を
募
集
し

て
い
る
。
日
本
文
化
の
魅
力
を

発
信
し
、
日
米
友
好
を
促
進
す

る
と
い
う
趣
旨
の
も
と
、
パ
レ

ー
ド
を
盛
り
上
げ
る
団
体
を
募

集
し
て
い
る
。

　

参
加
団
体
例
と
し
て
は
、
日

本
の
伝
統
芸
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
着
物
な
ど
の
衣
装
を
着

用
し
た
団
体
、
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
な
ど
音
楽
グ
ル
ー
プ
、
武

道
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
ス

ポ
ー
ツ
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
、
学
校
、
児
童
会
、
県
人

会
、
同
窓
会
、
趣
味
の
集
ま
り

な
ど
。
楽
器
を
演
奏
し
な
が

ら
、
ま
た
は
踊
り
な
が
ら
歩

く
、
旗
や
の
ぼ
り
、
各
種
小

道
具
を
持
っ
て
練
り
歩
く
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
の

参
加
が
可
能
。
応
募
の
締
め

切
り
は
3
月
3
日
（
月
）。
申

し
込
み
と
詳
細
は
、
ジ
ャ
パ

ン
デ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参

照https://japanparadenyc.
org/parade-participants/　

　

ま
た
パ
レ
ー
ド
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
へ
の
支
援
、
問
い
合

わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@japandaynyc.org

ジャパンパレード５月 10日参
加
団
体
の
募
集
開
始

　

ピ
ー
タ
ー
・
ヤ
ー
ロ
ウ
＝
米

フ
ォ
ー
ク
ト
リ
オ「
ピ
ー
タ
ー
・

ポ
ー
ル
＆
マ
リ
ー
」
の
メ
ン
バ

ー
で
テ
ノ
ー
ル
を
担
当
。
７
日

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ド
の
自
宅
で
死

去
。
享
年
86
歳
。、
広
報
担
当

者
が
明
ら
か
に
し
た
。
60
年
代

初
め
、
ノ
エ
ル
・
ポ
ー
ル
・
ス

ト
ゥ
ー
キ
ー
さ
ん
、
マ
リ
ー
・

ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
さ
ん
と
グ
ル
ー

プ
を
結
成
。「
パ
フ
」（
１
９
６
３

年
）
の
作
詞
作
曲
を
す
る
な
ど

多
く
の
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
。
4

年
前
か
ら
膀
胱
が
ん
の
闘
病
生

活
を
し
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
反
対
運
動
な
ど
の
政
治
活
動

家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

「
パ
フ
」
を
作
詞
作
曲

https://www.maxjob.com/
https://www.fivelightscenter.com/
http://kkobo.com/
mailto:info@japandaynyc.org
mailto:info@japandaynyc.org
mailto:info@japandaynyc.org
https://japanparadenyc.org/parade-participants/


2025年（令和 7年）1月 11日（土） ［総　合］　　（6  ）

www.nyseikatsu.com

　

第
95
回
Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

は
12
月
10
日
、
同
会
前
代
表
幹

事
・
佐
野
和
秀
氏
に
よ
る
「
脱

炭
素
と
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ
ン
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
東
京
大
学
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
オ
フ
ィ
ス
に
て
開
催
し
、

37
人
が
参
加
し
た
。 

　

講
演
は
、
脱
炭
素
へ
の
移

行
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら
始

ま
り
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
」
の
目
標
に
つ
い
て

触
れ
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
銀

行
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。
こ
の
目
標
は
、
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
と
吸
収
さ
れ
る

二
酸
化
炭
素
を
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
達

成
に
は
排
出
量
削
減
と
吸
収
技

術
の
導
入
が
不
可
欠
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
や
地
域
に
応
じ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
る
。
ま

た
、
銀
行
の
脱
炭
素
プ
ラ
ン
や

重
要
な
役
割
、
パ
リ
協
定
の
長

期
目
標
「
1
・
５
度
シ
ナ
リ
オ
」

等
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
者
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
か
ら
社

会
的
価
値
へ
の
関
心
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
、
活
発
な
セ
ッ
シ
ョ

ン
と
な
っ
た
。
盛
況
の
う
ち
に

閉
会
と
な
っ
た
が
更
な
る
知
識

共
有
の
た
め
場
所
を
移
し
交
流

を
深
め
、
大
変
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
。 

Ｎ
Ｙ 

Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会

脱
炭
素
化
へ
の
取
り
組
み

　

昨
年
、
Ｎ
Ｙ
市
内
の
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
の
約
10
％
が
閉
店
し

た
こ
と
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を

拠
点
に
公
共
政
策
の
調
査
を
行

う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
、セ
ン
タ
ー
・

フ
ォ
ー
・
ア
ン
・
ア
ー
バ
ン
・

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
（
Ｃ
Ｕ
Ｆ
）
が

公
表
し
た
年
報
「
ス
テ
ー
ト
・

オ
ブ
・
ザ
・
チ
ェ
ー
ン
ズ
」
で

分
か
っ
た
。
大
手
ド
ラ
ッ
グ
ス

ト
ア
の
チ
ェ
ー
ン
、
ウ
ォ
ル
グ

リ
ー
ン
、
デ
ュ
ア
ン
・
リ
ー

ド
、
Ｃ
Ｖ
Ｓ
、
ラ
イ
ト
・
エ
イ

ド
の
市
内
店
舗
数
は
、
ピ
ー
ク

時
２
０
１
４
年
に
は
６
５
６
店

だ
っ
た
が
、
23
年
は
４
３
５

店
、
そ
し
て
昨
年
は
３
９
５
店

に
減
少
し
た
。
最
も
閉
店
の
打

撃
を
受
け
た
の
は
デ
ュ
ア
ン
・

リ
ー
ド
を
経
営
す
る
ウ
ォ
ル
グ

リ
ー
ン
・
ブ
ー
ツ
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
で
、
２
１
１
店
の
う
ち
22

店
が
閉
店
、
次
い
で
Ｃ
Ｖ
Ｓ
は

１
６
０
店
の
う
ち
10
店
、
そ
し

て
23
年
に
倒
産
保
護
を
申
請
し

た
ラ
イ
ト
・
エ
イ
ド
は
８
店
を

閉
店
し
、
現
在
は
わ
ず
か
46
店

舗
が
営
業
を
続
け
て
い
る
。

　

10
年
間
で
約
40
％
が
閉
店
に

追
い
込
ま
れ
た
原
因
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
同
報
告
は
横
行
す
る

万
引
き
を
指
摘
し
て
い
る
。
犯

罪
自
体
だ
け
で
な
く
、
防
犯
対

策
と
し
て
多
く
の
店
舗
が
、
薬

だ
け
で
な
く
日
用
品
ま
で
を
も

鍵
付
の
透
明
な
棚
に
並
べ
る
な

ど
し
、
従
業
員
の
対
応
な
し
で

は
手
に
取
れ
な
い
手
段
を
と
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
セ
ル
フ
レ
ジ

導
入
が
増
え
、
応
対
す
る
従
業

員
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
客
は
面
倒
を
避
け
る
た
め

に
ネ
ッ
ト
通
販
で
購
入
す
る
傾

向
に
あ
る
と
い
う
。

NY市内のドラッグストア
10年で４割が閉店 

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日

本
人
勉
強
会
（Japanese 

Academic Seminar at 

日本語でワインの基礎知識
フィラデルフィア日本人勉強会
25日ペン大医学部施設で

　

Ｉ- 

94
は
、
観
光
や
留
学
、

就
労
ビ
ザ
な
ど
の
非
移
民
ス
テ

ー
タ
ス
で
ア
メ
リ
カ
に
入
国
し

た
外
国
人
の
滞
在
記
録
と
し
て

使
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
記
録
に

は
、
滞
在
期
間
や
ビ
ザ
の
種
類

が
記
載
さ
れ
ま
す
。
少
し
前
か

ら
入
国
審
査
が
「
簡
易
到
着

方
式
（Simplifi ed Arrival

）」

に
移
行
し
、
パ
ス
ポ
ー
ト
へ
の

ス
タ
ン
プ
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
税
関
・
国
境

警
備
局
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）
の
職
員
に

よ
る
入
力
ミ
ス
が
時
折
発
生
す

る
よ
う
に
な
り
、
旅
行
後
に
自

身
の
Ｉ- 

94
記
録
を
確
認
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｂ
Ｐ
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
利
用
し
、
自
分
の
入
国

カ
テ
ゴ
リ
ー
や
滞
在
可
能
期
間

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
記
録
を
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
誤
り
が
見
つ
か
っ
た
場

合
に
は
、
以
下
の
手
順
で
修

正
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、

Ｉ- 

94
記
録
を
確
認
し
、
名
前

や
入
国
日
、
ビ
ザ
の
分
類
な
ど

に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
ま

す
。
次
に
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
ビ

ザ
、
承
認
通
知
書
、
旅
行
チ
ケ

ッ
ト
や
旅
程
、
正
し
い
情
報
を

示
す
証
拠
な
ど
の
関
連
書
類
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
部
の

Deferred Inspection Offi  ce

や
入
国
し
た
空
港
で
、
Ｃ
Ｂ
Ｐ

記
録
の
修
正
が
可
能
で
す
。
Ｃ

Ｂ
Ｐ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

Deferred Inspection Offi  ce

の
連
絡
先
を
確
認
し
、
必
要
書

類
を
揃
え
た
う
え
で
連
絡
を
と

り
、
誤
り
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｂ
Ｐ
の
オ
ン
ラ

イ
ン
「
質
問
フ
ォ
ー
ム
」
を

利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
、「I-94/Traveler 

Compliance

」

と
「Issue 

with my I-94/Traveler 
History

」
を
選
択
し
、
書
類

を
フ
ォ
ー
ム
上
で
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
し
ま
す
。
修
正
手
続
き
を
進

め
る
際
に
は
、
提
出
前
に
書
類

の
正
確
性
と
一
貫
性
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
提

出
し
た
書
類
や
フ
ォ
ー
ム
の
コ

ピ
ー
を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
も
し
手
続
き
に
関

し
て
疑
問
や
不
安
が
あ
る
場
合

に
は
、
専
門
の
移
民
弁
護
士
や

サ
ポ
ー
ト
機
関
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

Ｉ- 

94
記
録
に
誤
り
が

あ
っ
た
場
合
の
対
応
ガ
イ
ド

Philadelphia 

：
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）

は
１
月
25
日
（
土
）
午
後
4
時

30
分
か
ら
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
医
学
部
の
施
設
内
で
、
ワ

イ
ン
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
た
め

の
講
座
を
日
本
語
で
開
催
す

る
。

　

同
会
で
は
毎
月
、
参
加
者
の

一
人
が
研
究
テ
ー
マ
や
専
門
分

野
を
日
本
語
で
発
表
す
る
勉
強

会
を
開
催
し
て
い
る
。
参
加
者

は
同
大
の
関
係
者
に
限
ら
ず
、

生
涯
学
習
と
し
て
勉
強
し
た
い

日
本
人
で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加

可
能
。
今
回
は
ワ
イ
ン
に
詳
し

い
会
員
が
講
師
と
な
っ
て
、
赤

ワ
イ
ン
と
白
ワ
イ
ン
の
違
い
か

ら
、
ブ
ド
ウ
の
種
類
や
産
地
の

特
徴
、
食
事
と
の
相
性
ま
で
、

初
心
者
向
け
に
解
説
す
る
。
参

加
費
は
無
料
。

　

ま
た
講
義
後
に
は
実
技
編
と

し
て
ワ
イ
ン
と
食
事
の
ペ
ア

リ
ン
グ
も
行
う
懇
親
会
（
有

料
）
も
実
施
予
定
。
問
い
合

わ
せ
・
申
し
込
み
は
Ｅ
メ
ー

ルJASP11182023@gmail.
com

（
伊
藤
さ
ん
）
ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jasp-japanese-academic-
seminar-at-philadelphia.
jimdosite.com

を
参
照
。

佐
野
和
秀
さ
ん
が
講
演

写
真
・
植
山
慎
太
郎

楽しい
 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

防犯ケースの鍵がかかった棚

http://myriverside.net/home
tel:2122136069
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://michaeldunnlaw.com
https://www.hondag.com
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://jasp-japanese-academic-seminar-at-philadelphia.jimdosite.com
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Ｎ
Ｙ
市
内
で
６
店
舗
目

全
米
展
開
30
店
を
目
指
す

　

ヘ
ア
カ
ッ
ト
専
門
の
理
容
店

Ｑ
Ｂ
ハ
ウ
ス
が
２
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
で
ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス

店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
Ｎ
Ｙ
市

内
６
店
舗
目
と
な
る
同
店
は
、

延
べ
床
面
積
９
０
０
平
方
フ
ィ

ー
ト
と
既
存
店
の
な
か
で
は
最

大
の
広
さ
で
ゆ
っ
た
り
し
た
４

席
。
店
内
裏
に
理
容
ス
タ
ッ
フ

の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て

い
る
。
予
約
な
し
の
ウ
ォ
ー
ク

イ
ン
で
男
女
問
わ
ず
ユ
ニ
セ
ッ

ク
ス
の
ヘ
ア
カ
ッ
ト
専
門
で
、

今
年
か
ら
価
格
を
こ
れ
ま
で
の

30
ド
ル
か
ら
35
ド
ル
に
値
上
げ

し
た
が
、
理
容
・
美
容
業
界
で

は
依
然
格
安
で
リ
ー
ド
、
お
手

軽
さ
で
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｑ
Ｂ
ハ
ウ
ス
Ｕ
Ｓ
Ａ
イ
ン
ク

の
古
谷
亮
二
社
長
＝
写
真
＝

は
「
う
ち
は
髭
剃
り
、
洗
髪
な

ど
も
や
り
ま
せ
ん
。
自
分
で
や

れ
る
こ
と
は
自
分
で
や
っ
て
い

た
だ
い
て
、
自
分
で
は
で
き
な

い
カ
ッ
ト
を
専
門
に
や
っ
て
ま

す
。
お
客
さ
ん
は
髪
の
毛
を
切

っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら
来
て
い

る
ん
で
す
」
と
話
す
。

　

同
店
は
、
日
本
全
国
で

５
０
０
店
舗
を
展
開
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
も
含
め
た
グ
ル
ー
プ
全

体
で
は
７
０
０
店
舗
に
及
ぶ
。

北
米
で
は
カ
ナ
ダ
ト
ロ
ン
ト
に

も
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

古
谷
社
長
は
、
向
こ
う
３
年
間

で
Ｎ
Ｙ
市
内
に
計
10
店
、
今
後

は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ボ
ス
ト

ン
な
ど
に
も
店
舗
網
を
広
げ
、

全
米
で
30
店
舗
に
広
げ
た
い
考

え
だ
。
ア
ス
タ
ー
プ
レ
イ
ス
店

の
住
所
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

７
４
１
番
地
。
地
下
鉄
Ｒ
Ｗ
線

８
丁
目
・
Ｎ
Ｙ
大
学
前
駅
下
車

徒
歩
０
分
。
地
下
鉄
６
番
ア
ス

タ
ー
プ
レ
イ
ス
駅
下
車
徒
歩
１

分
。
営
業
時
間
は
平
日
午
前
９

時
か
ら
午
後
７
時
。
週
末
は
午

後
６
時
ま
で
。

Preemptive Pardon  先制的恩赦
　 トランプ氏は1月に大統領になり次第、政敵に報復（Retribution) すると明言し、
加えて、FBI 長官候補のKash Patel 氏は 60人にのぼるEnemies List （敵方リスト）を
公表しています。　この事態に 、バイデン大統領が、自分を支持してきた協力者、
政治家や官僚を守るためにPreemptive Pardon　（先制的恩赦）を与えるかどうかが大
きな話題になっています。恩赦は連邦犯罪で訴追された個人の刑を免除する米国憲法

上の大統領特権ですが、訴追前に予備的に恩赦することも可能です。（フォード 大統領がウォーターゲート事
件に関連し、辞任したニクソン氏を無条件に事前恩赦しました。）　
　バイデン氏は銃の不法購入や脱税などの罪に問われた次男ハンター氏に恩赦を与えました。その上に自分の
支持者のためにPreemptive Pardonを与えることは政治的であり、刑事司法そのものを揺るがす懸念がありま
す。また、大統領に返り咲くトランプ氏が４年前の議会暴動に加担した多くの犯罪者の恩赦を検討していると
言われる中、バイデン大統領による広範囲の恩赦は、トランプ氏の判断に正当性を与える可能性があります。　
一方、トランプ政権が報復のために政敵を訴追をすると言うのであれば、バイデン氏が事前の恩赦で支持者を
助けるのは当然とする声があるのも事実です。　
　アメリカは今、バイデン氏からトランプ氏への政権移行と言う大きな曲がり角に来ています。Preemptive 
Pardonを巡る論議はその軋みを象徴しています。これからの成り行きは、アメリカの司法を大きな試練に晒
すことになるかもしれません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾
『
ア

メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が
好

評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」「
政

治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊
國
屋

書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

【
ア
メ
リ
カ
の
人
事
部
】
ト
ラ
ン
プ
政
権
復
活
で

ア
メ
リ
カ
の
職
場
が
被
る
イ
ン
パ
ク
ト 
２
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や
と
て
も
現
実
的
で
は
な
い
と

い
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
職
場
で
の
懸
念

は
、
日
系
企
業
で
あ
れ
ば
お
よ

そ
無
縁
な
こ
と
で
は
な
く
、
無

視
出
来
ま
せ
ん
。
日
系
企
業
に

あ
り
ま
し
て
も
、
職
場
で
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
含
む
従
業
員

各
自
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ

の
微
妙
な
変
化
な
ど
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
少
な
く
と
も
数
か
月

は
社
内
で
十
分
注
視
し
て
彼
ら

に
寄
り
添
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
放
置

し
て
お
く
の
で
あ
れ
ば
、
従
業

員
の
度
重
な
る
遅
刻
や
早
退
、

会
社
で
決
め
ら
れ
た
シ
ッ
ク
リ

ー
ブ
を
超
え
る
欠
勤
日
の
増

加
、
そ
し
て
長
期
無
給
休
暇
や

退
職
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
に
ま
で

発
展
し
て
い
く
可
能
性
が
出
て

く
る
こ
と
が
否
め
ま
せ
ん
。

　

で
は
会
社
は
ど
の
よ
う
に
し

て
従
業
員
の
心
の
変
容
に
気
づ

き
を
持
ち
、
従
業
員
に
寄
り
添

っ
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。
社
内
に
適
切
な
コ

ー
チ
ン
グ
や
心
の
ケ
ア
が
で
き

る
人
間
が
常
駐
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
く
、
ま
し
て
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
の
専
門
家
が
ど
こ
に

い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
も
の

で
も
な
い
と
い
う
の
が
、
多
く

の
日
系
企
業
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
企
業
の
事
例
か
ら

申
し
上
げ
ま
す
と
、
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
従
業
員
に
対
し
て
果
た
す

役
割
が
と
て
も
大
き
い
と
い
う

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ほ

ぼ
毎
週
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
が
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
従
業
員

と
のOne-on-One Meeting

で
す
。
こ
の
1
対
1
に
お
け
る

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
肝
と
な
り
ま

す
の
が
、
仕
事
の
話
や
業
務
内

容
の
質
問
に
終
始
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
家
族
や
家
庭
、
勤
務

時
間
外
や
週
末
の
過
ご
し
方
、

さ
ら
に
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
状
況

　

今
ま
で
の
民
主
党
政
権
で
は

肩
身
の
狭
か
っ
た
共
和
党
お
よ

び
ト
ラ
ン
プ
支
持
者
た
ち
は
、

過
去
４
年
間
の
う
っ
憤
を
晴
ら

す
べ
く
し
て
攻
撃
的
な
発
言
や

態
度
が
つ
い
出
て
し
ま
っ
た

り
、
職
場
で
の
従
業
員
同
士
で

の
不
用
意
な
軋
轢（
あ
つ
れ
き
）

が
期
せ
ず
し
て
生
ま
れ
て
く
る

と
い
う
こ
と
も
な
い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
す
で
に
２
大
政
党
制

に
よ
る
深
い
分
断
で
世
の
中
全

体
が
覆
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
ア

メ
リ
カ
社
会
の
中
に
あ
り
ま
し

て
は
、
職
場
だ
け
が
分
断
に
感

化
さ
れ
ず
に
穏
や
か
な
調
和
を

続
け
通
せ
る
と
い
う
の
は
も
は

ま
で
を
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
従
業
員

か
ら
話
を
逐
次
聞
き
出
そ
う
と

努
力
さ
れ
ま
す
。

　

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
話
を
職
場

で
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
の

で
は
な
い
か
と
お
思
い
の
方
も

き
っ
と
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
実
は
優
秀
な
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
多
く
は
従
業
員
の
会
社

以
外
で
の
私
生
活
に
つ
い
て
も

関
心
を
示
し
、
出
来
る
だ
け
話

を
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
対
し

て
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
い
る
も

の
で
す
。
日
本
人
の
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
そ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、

あ
る
い
は
果
た
し
て
そ
こ
ま
で

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
考
え

る
こ
と
も
ま
た
理
解
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
入
り

込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

初
め
て
従
業
員
に
寄
り
添
う
こ

と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。“One-on-One Meeting”

で
従
業
員
と
ど
ん

な
話
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
途

方
に
暮
れ
て
し
ま
う
よ
り
、
ま

ず
は
家
族
や
勤
務
時
間
外
で
の

過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い
て
質
問

を
投
げ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
ど
う
し
て
もOne-on-

One Meeting

が
上
手
く
出
来

な
い
、
何
ら
を
話
し
て
よ
い
の

か
見
当
も
つ
か
な
い
、
と
い
っ

た
場
合
に
は
外
部
か
ら
の
サ
ポ

ー
ト
を
躊
躇
せ
ず
に
受
け
て
み

て
く
だ
さ
い
。
確
か
に
暗
闇
の

中
を
手
探
り
状
態
で
ト
ラ
イ
ア

ン
ド
エ
ラ
ー
す
る
よ
り
も
、
自

身
の
勉
強
お
よ
び
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
位
置
づ
け
だ
と
考
え
て
、

プ
ロ
の
外
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

や
コ
ー
チ
な
ど
第
三
者
か
ら
の

サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
こ
と
を
お

薦
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
す

べ
て
を
自
身
だ
け
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
の
4
年

間
は
残
念
な
が
ら
そ
の
よ
う
な

職
場
状
況
に
迫
ら
れ
る
段
階
が

格
段
に
増
え
て
く
る
、
そ
ん
な

不
穏
な
予
感
が
し
ま
す
。
特
に

皆
様
の
職
場
で
働
く
女
性
ス
タ

ッ
フ
や
就
労
ビ
ザ
で
働
い
て
い

る
外
国
出
身
者
へ
の
心
の
ケ
ア

が
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
と

察
せ
ら
れ
る
次
第
で
す
。
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日
本
製
鉄
株
式
会
社
及
び
そ

の
完
全
子
会
社
で
あ
る
日
本
ス

チ
ー
ル
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
と
Ｕ

Ｓ
ス
チ
ー
ル
は
１
月
6
日
、
日

本
製
鉄
に
よ
る
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル

の
買
収
に
対
す
る
不
当
介
入
の

是
正
を
求
め
、
2
件
の
訴
訟
を

共
同
で
提
起
し
た
。

　
１
件
目
は
、
買
収
に
関
す
る

大
統
領
の
命
令
及
び
対
米
外
国

投
資
委
員
会
︵
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
︶

の
審
査
に
つ
い
て
、
米
国
憲
法

上
の
適
正
手
続
及
び
Ｃ
Ｆ
Ｉ
Ｕ

Ｓ
審
査
に
関
す
る
法
定
手
続
要

件
の
違
反
、
並
び
に
違
法
な
政

治
的
介
入
へ
の
異
議
を
申
し
立

て
、
大
統
領
の
命
令
及
び
Ｃ
Ｆ

Ｉ
Ｕ
Ｓ
審
査
の
無
効
を
求
め
る

訴
訟
を
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区

連
邦
控
訴
裁
判
所
に
提
起
。

　
２
件
目
は
、
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン

ド
・
ク
リ
フ
ス
社
、
同
社
Ｃ
Ｅ

Ｏ
の
ロ
ー
レ
ン
ソ
・
ゴ
ン
カ
ル

ベ
ス
氏
、
及
び
全
米
鉄
鋼
労
働

組
合
︵
Ｕ
Ｓ
Ｗ
︶
会
長
の
デ
ビ

ッ
ド
・
マ
ッ
コ
ー
ル
氏
が
、
本

買
収
を
阻
止
し
、
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー

ル
の
競
争
力
を
削
ぎ
、
日
本
製

鉄
が
米
国
製
の
鉄
鋼
製
品
を
米

国
の
顧
客
に
提
供
す
る
能
力
を

損
な
わ
せ
る
た
め
に
、
共
謀
し

て
行
っ
た
違
法
行
為
に
対
す
る

訴
訟
を
、
米
国
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ

ア
州
西
部
地
区
連
邦
地
方
裁
判

所
に
提
起
。
日
本
製
鉄
及
び
Ｕ

Ｓ
ス
チ
ー
ル
は
、
同
日
提
起
し

た
訴
訟
に
つ
い
て
次
の
見
解
を

明
ら
か
に
し
た
。﹁
日
本
製
鉄

と
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル
は
、
全
て
の

関
係
者
と
誠
実
に
向
き
合
い
、

本
買
収
が
米
国
の
国
家
安
全

保
障
を
脅
か
す
も
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
強
化
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
き

ま
し
た
。
本
買
収
が
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
の
未
来
を
確
か
な
も

の
に
す
る
た
め
の
最
善
の
道

で
あ
る
と
強
く
信
じ
て
お

り
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
自
ら
の
法
的
権
利
を
断
固

と
し
て
守
り
抜
き
ま
す
﹂。

日
本
製
鉄
が
米
大
統
領
な
ど
提
訴

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
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「
い
や
あ
、重
い
で
す
ね
ー
！

こ
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
。
７
年
前

に
企
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た
時
に

は
ま
さ
か
賞
を
獲
る
と
は
思
い

も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

こ
そ
重
さ
が
身
に
沁
み
ま
す
。

70
％
が
日
本
語
の
セ
リ
フ
で
す

か
ら
僕
に
と
っ
て
は
大
き
な
ギ

ャ
ン
ブ
ル
で
し
た
。
侍
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
を
起
用
し
、
青
い
目

で
見
た
侍
で
は
な
く
、
日
本
人

の
文
化
を
確
か
な
目
線
で
見
せ

た
か
っ
た
。
こ
の
作
品
か
ら
ハ

リ
ウ
ッ
ド
業
界
が
何
か
を
学
ん

で
ぜ
ひ
と
も
進
歩
し
て
欲
し

い
。
俳
優
と
し
て
で
な
く
制
作

者
と
し
て
大
き
な
責
任
を
感
じ

て
い
た
だ
け
に
今
は
喜
び
で
一

杯
で
す
。
全
て
は
チ
ー
ム
の
努

力
の
お
か
げ
で
す
」

　

１
月
5
日　

ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル

ズ
の
第
82
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ

ー
ブ
授
賞
式
の
会
場
で
、「
シ

ョ
ー
グ
ン
」
が
最
優
秀
Ｔ
Ｖ
シ

リ
ー
ズ
賞
、
主
演
男
優
賞
、
主

演
女
優
賞
、
助
演
男
優
賞
、
の

４
部
門
で
受
賞
し
た
際
の
真
田

広
之
（
64
）
の
コ
メ
ン
ト
で
あ

る
。

　

名
前
を
呼
ば
れ
た
瞬
間
に
ぎ

ゃ
ー
っ
と
叫
ん
で
天
真
爛
漫

に
喜
ん
で
い
た
助
演
賞
受
賞

の
浅
野
忠
信
（
51
）

は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ル

ー
ム
で
も
は
し
ゃ
ぎ

な
が
ら
「
も
う
ベ
リ

ー
、
ベ
リ
ー
、
ハ
ッ

ピ
ー
で
す
。
僕
の
役

に
は
人
間
味
が
た
っ

ぷ
り
あ
っ
て
、
ず
る

賢
か
っ
た
り
、
コ
ロ

コ
ロ
意
見
が
変
わ
っ

た
り
で
、
現
在
の
自

分
と
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
演
じ
ま
し
た
。

僕
に
と
っ
て
は
一
番

大
好
き
な
役
で
し
た

か
ら
脚
本
を
読
ん
だ

時
か
ら
ラ
ッ
キ
ー
な

日
々
で
し
た
ね
。
と
に
か
く
ベ

リ
ー
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。
撮
影
の

真
っ
最
中
に
ロ
ス
に
来
た
の
で

明
日
す
ぐ
に
日
本
に
帰
ら
な
き

ゃ
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
い
や

あ
、
感
激
し
ま
し
た
。
サ
ン
キ

ュ
ー
・
ベ
リ
マ
ッ
チ
！
」
と
人

気
俳
優
の
多
忙
ぶ
り
を
覗
か
せ

て
い
た
。

　

女
優
賞
受
賞
の
ア
ン
ナ
・
サ

ワ
イ
（
32
）
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
生
ま
れ
、
10
歳
の
時
に
日

本
に
帰
国
し
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

の
女
優
で
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
に
名

前
を
刻
ん
で
も
ら
う
カ
ウ
ン
タ

ー
で
は
感
極
ま
っ
た
表
情
を
見

せ
て
い
た
。

　

１
９
８
０
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
シ
ョ
ー
グ
ン
」
で
島
田
陽

子
（
１
９
５
３
〜
２
０
２
２
）

が
日
本
女
優
と
し
て
初
め
て
ゴ

ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
受
賞
し

た
際
、
ワ
タ
ク
シ
め
も
同
伴
し

て
歴
史
的
瞬
間
を
目
の
辺
り
に

し
た
だ
け
に
何
と
も
嬉
し
い
快

挙
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
ア
メ
リ
カ
人
は

「
シ
ョ
ー
ガ
ン
」
と
発
音
し
て
、

ほ
と
ん
ど
英
語
化
し
た
言
葉
に

な
っ
て
い
る
の
も
微
笑
ま
し
い

限
り
で
あ
る
。　
（
成
田
陽
子
）

　

１
９
８
０
年
の
「
シ
ョ
ー

グ
ン
」
島
田
陽
子　

ゴ
ー
ル

デ
ン
グ
ロ
ー
ブ　

ア
ジ
ア

人
女
優
と
し
て
初
め
て
受

賞
。
共
演
は
リ
チ
ャ
ー
ド　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
。(Photo: 

Param
ount pictures)

Photo＠ GG2025

賞に名前を刻んでもらって喜ぶアンナ・サワイ

「
こ
の
賞
は
重
い
」
真
田

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｇ
Ｕ
Ｎ

第
82
回
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞

4
部
門
受
賞
の
快
挙

ゴールデングローブ賞受賞を喜ぶ左から三浦按針役のコスモ・ジャルビス、サワイ、真田、浅野

歴
史
的
瞬
間
再
び

https://goshikiprinting.com/
https://neuroacuny.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://slide-method.com/welcome/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
（
近
藤
三
奈

会
長
）
は
22
日
（
水
）
午
後
６

時
か
ら
エ
ッ
ジ
ウ
ォ
ー
タ
ー
の

「
ア
メ
リ
カ
ン
リ
ー
ジ
ョ
ン
」

（
リ
バ
ー
ロ
ー
ド
１
１
６
５
番

地
）
で
、
新
年
名
刺
交
換
会
を

開
催
す
る
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

Ｎ
Ｊ
州
在
住
ま
た
は
Ｎ
Ｊ
州
に

拠
点
が
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
や
、
Ｎ
Ｊ
州
居
住
者
向
け

の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
事

業
者
ら
が
一
堂
に
会
す
る
毎

年
恒
例
の
異
業
種
交
流
会
と

な
っ
て
お
り
、
会
の
後
半
に

は
希
望
者
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス

紹
介
コ
ー
ナ
ー
も
行
わ
れ
る
。

同
会
で
は
、「
友
人
も
誘
い
合

わ
せ
て
、
Ｎ
Ｊ
で
ビ
ジ
ネ
ス
の

Ｎ
Ｊ
日
本
人
会

22
日
夜
に
新
年
名
刺
交
換
会
開
催

同
日
午
後
に
は
バ
ザ
ー
を
実
施

輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
」
と
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

参
加
費
は
食
事
・
飲
み
物
付

き
で
85
ド
ル
。
参
加
申
し
込
み

は
以
下
の
リ
ン
ク
か
ら
。

https://form
s.gle/

SVQeh3bkjHa1jW
W
W
8

　

ま
た
Ｎ
Ｊ
日
本
人
会
は
、
初

の
試
み
と
し
て
、
同
日
の
正
午

　

寒
さ
が
厳
し
い
Ｎ
Ｊ
の
冬
だ

が
、
家
族
で
楽
し
め
る
イ
ン
ド

ア
の
娯
楽
施
設
が
州
内
に
は
た

く
さ
ん
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
、

「
暖
か
い
季
節
に
行
く
」
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
水
族
館
に
敢
え
て

冬
に
行
っ
て
み
る
と
い
う
ア
イ

デ
ア
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
？
期

間
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

家
族
で
楽
し
も
う
。

【
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
水
族
館
】

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
対
岸
の

カ
ム
デ
ン
に
１
９
９
２
年
に
オ

ー
プ
ン
し
た
同
水
族
館
は
、
ア

メ
リ
カ
の
「
ベ
ス
ト
水
族
館
ト

ッ
プ
10
」
に
何
度
も
選
ば
れ
て

い
る
人
気
の
施
設
。
コ
ロ
ナ
禍

以
降
は
日
時
指
定
の
前
売
り
券

購
入
制
に
な
っ
た
の
で
、
大
混

雑
は
な
く
な
り
、
ゆ
っ
た
り
と

展
示
さ
れ
て
い
る
生
物
を
観
察

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

同
館
で
一
番
人
気
の
超
巨
大

な
サ
メ
水
槽
に
は
米
国
北
東
部

で
最
多
頭
数
を
誇
る
サ
メ
類
が

泳
い
で
お
り
、
水
槽
に
は
世
界

最
長
の
橋
が
架
か
っ
て
い
て
、

そ
の
上
か
ら
眺
め
た
り
、
長
い

ト
ン
ネ
ル
の
中
か
ら
間
近
に
サ

メ
や
エ
イ
が
泳
ぐ
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
他
に
も
、
Ｖ
Ｒ

の
海
中
探
検
コ
ー
ナ
ー
や
、
小

さ
な
サ
メ
に
触
れ
ら
れ
る
コ
ー

ナ
ー
も
人
気
。
ま
た
、
ア
オ
ウ

ミ
ガ
メ
の
繁
殖
を
実
践
し
た

り
、
世
界
で
こ
こ
だ
け
と
い
う

水
族
館
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
カ

バ
な
ど
、
唯
一
無
二
の
展
示
を

見
ら
れ
る
の
も
特
徴
だ
。

　

同
館
で
は
、人
気
ゲ
ー
ム「
ど

う
ぶ
つ
の
森
」
と
の
コ
ラ
ボ
企

画
で
１
月
13
日
か
ら
２
月
12
日

ま
で
水
族
館
ツ
ア
ー
イ
ベ
ン
ト

冬
の
水
族
館
も
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

か
ら
午
後
4
時
ま
で
同
会
場
で

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
・
バ
ザ
ー
を

実
施
す
る
。
当
日
は
、
高
級
ブ

ラ
ン
ド
食
器
含
む
家
庭
用
品
、

ブ
ラ
ン
ド
服
、
ド
レ
ス
、
子
供

服
、
本
、
着
物
な
ど
の
出
品
や
、

ス
イ
ー
ツ
、
パ
ン
や
惣
菜
な
ど

の
販
売
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
現
在
も
ベ
ン
ダ
ー
参
加

者
も
募
集
中
。
ベ
ン
ダ
ー
参
加

費
は
以
下
で
、
合
同
で
の
参
加

も
可
能
。１
ブ
ー
ス
30
ド
ル（
６

フ
ィ
ー
ト
）
ま
た
は
１
ブ
ー
ス

40
ド
ル
（
10
フ
ィ
ー
ト
ま
た
は

丸
テ
ー
ブ
ル
）
参
加
申
し
込
み

は
Ｅ
メ
ー
ル
で｠info@jaanj.

org｠

ま
で
。

を
実
施
。

【
シ
ー
ラ
イ
フ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ

ー
ジ
ー
水
族
館
】

　

イ
ー
ス
ト
ラ
ザ
フ
ォ
ー
ド
の

複
合
型
巨
大
商
業
施
設
「
ア
メ

リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
」
に
あ
る

水
族
館
。
モ
ー
ル
で
の
買
い
物

や
食
事
、
他
の
娯
楽
施
設
と
ハ

シ
ゴ
で
気
軽
に
見
学
で
き
る
の

が
特
長
。
但
し
、
こ
ち
ら
も
事

前
に
日
時
を
指
定
し
て
購
入
す

る
前
売
り
券
方
式
。

　

３
０
０
０
以
上
の
海
の
生
物

が
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
か
ら
観

察
で
き
た
り
、
ヒ
ト
デ
に
触
れ

ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
人

気
。

Upper Level, 1 American 
Dream W

y Suite A, East Rutherford
www.visitsealife.com

/
new-jersey/

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
www.visitsealife.com/new-jersey/
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２
０
０
８
年
か
ら
本
紙
で
連

載
を
始
め
、
本
年
の
新
春
特
別

号
で
２
９
４
回
を
迎
え
た
コ
ラ

ム
「
心
の
元
気
の
つ
く
り
方
」

の
執
筆
者
で
あ
る
、
人
材
活
性

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
大
谷
由
里

子
さ
ん
。

　

女
子
大
卒
業
後
、
吉
本
興
業

に
入
社
し
漫
才
師
横
山
や
す
し

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
、
宮

川
大
助
・
花
子
、
若
井
こ
ず

え
・
み
ど
り
ら
を
次
々
と
売
り

出
し
て
「
伝
説
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
彼
女
。

２
０
０
３
年
に
「
日
本
を
、
明

る
く
元
気
に
し
た
い
！
」
と
志

縁
塾
（
し
え
ん
じ
ゅ
く
）
を
設

立
、
日
本
各
地
や
海
外
で
20
年

間
に
約
30
万
人
を
相
手
に
講
演

活
動
を
行
う
傍
ら
講
師
の
育
成

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た

日
本
各
地
で
地
方
創
生
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
も
行
い
、
２
０
２
３

年
に
は
鹿
児
島
・
霧
島
エ
リ
ア

に
誕
生
し
た
「
麹
・
発
酵
ホ
テ

ル
」
の
名
誉
支
配
人
に
も
任
命

さ
れ
た
。
数
々
の
メ
デ
ィ
ア
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
著
書
も
多

数
に
お
よ
ぶ
。
そ
ん
な
大
谷
さ

ん
が
昨
年
春
に
出
版
し
た
36
冊

目
の
著
書
が
本
書
だ
。

　

本
書
は
当
初
、
日
本
全
国

の
主
な
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
」
各
店
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー
で

の
み
設
置
・
販
売
す
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
方
法
で
売
り
出
さ

れ
た
。（
現
在
は
通
販
サ
イ
ト

に
も
出
品
。）
コ
ン
ビ
ニ
で
気

軽
に
購
入
し
て
さ
っ
と
読
め
る

よ
う
に
、
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
で

１
２
８
ペ
ー
ジ
と
い
う
コ
ン
パ

ク
ト
な
作
り
の
本
に
な
っ
て
い

る
。

　
「
成
功
者
と
の
出
会
い
は
、

わ
た
し
に
『
運
』
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
は

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
し
か
磨
か
れ

な
い
』
よ
う
に
『
人
は
人
で
磨

か
れ
る
』。
わ
た
し
は
そ
う
信

じ
て
い
ま
す
。」
と
巻
頭
や
巻

末
で
大
谷
さ
ん
が
語
っ
て
い
る

通
り
、
彼
女
が
今
ま
で
の
人
生

で
出
会
っ
て
き
た
数
々
の
成
功

者
の
中
か
ら
、
強
い
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
、
芸
能

人
、
芸
能
界
の
裏
方
さ
ん
、
大

企
業
の
経
営
者
や
起
業
家
か
ら

政
治
家
ま
で
、
26
人
の
「
す
ご

い
」
を
ま
ね
た
ら
ど
ん
ど
ん
強

運
に
な
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
彼
女
が
取
り
上
げ
た
成
功

者
、
１
人
１
人
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
そ
れ
ぞ
れ
４
、５
ペ
ー
ジ

に
集
約
さ
れ
、
短
い
ス
ト
ー
リ

ー
の
中
で
、
そ
の
人
を
「
す
ご

い
」
と
感
じ
た
部
分
が
語
ら
れ

る
。
そ
し
て
最
後
に
そ
の
人
の

強
運
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。

　

大
谷
さ
ん
は
「
人
は
人
で
磨

か
れ
る
法
則
」
と
し
て
、
１
・

成
功
者
と
出
会
う
！
そ
の
言

葉
、
対
応
、
考
え
方
に
感
動
。

ピ
ー
ン
！
と
確
信
。 

２
・「
ピ

ー
ン
！
」
を
生
活
に
取
り
込

む
！
そ
ん
な
考
え
方
が
あ
っ
た

か
！
と
気
づ
い
た
ら
そ
の
人
の

ま
ね
を
し
て
す
ぐ
に
行
動
。 

３
・
お
金
、
幸
せ
、
人
脈
、
健

康
が
好
転
。
わ
た
し
っ
て
ラ
ッ

キ
ー
、
い
い
こ
と
ば
か
り
起
こ

る
。 

４
・
恩
お
く
り
し
て
み

ん
な
を
幸
せ
に
！
い
た
だ
い
た

ラ
ッ
キ
ー
に
感
謝
し
、
後
輩
や

他
の
人
に
ご
恩
を
返
す
（
恩
お

く
り
す
る
）。
こ
の
ス
パ
イ
ラ

ル
を
繰
り
返
し
、
人
と
出
会
う

限
り
、
幸
せ
が
続
く
、
と
語
っ

て
い
る
。

　

忙
し
く
て
あ
ま
り
読
書
の
時

間
を
取
れ
な
い
人
も
、
さ
っ
と

読
破
で
き
て
、
運
を
味
方
に
つ

け
る
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る
一
冊

だ
。　
　
　
　
　
　
（
久
松 

茂
）

【
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
！
】

　

本
書
を
抽
選
で
本
紙
読
者
５

名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
者
の
氏
名
、
住
所
と
、
本

紙
の
中
で
よ
く
読
む
コ
ー
ナ
ー

や
コ
ラ
ム
（
複
数
回
答
可
）
を

書
い
て
、
タ
イ
ト
ル
を
「
大
谷

由
里
子
さ
ん
の
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
応
募
」
と
し
て
、
１
月
20
日

ま
で
に
、
Ｅ
メ
ー
ル
でinfo@

nyseikatsu.com

ま
で
お
送
り

下
さ
い
。
当
選
者
に
は
直
接
通

知
し
発
送
し
ま
す
。

26 人の「すごい」をまねたら強運になった

大谷由里子・著
サプライズ BOOK / （株）アントレックス・刊

■坂の中のまち（中島京子、文藝春秋）大学進学を機に富
山県から上京した坂中真智は、おばあちゃんの親友・志桜
里さんの家に居候することになった。坂の中にある小日向
に住み、延々と坂について聞かされる日々が始まった。風
変わりな人たちと書物がいろどる幽霊譚。■やさしい日本
語ってなんだろう（岩田一成、ちくまプリマー新書）「や
さしい日本語」を知っているだろうか。在住外国人の増加
や多国籍化が進む社会において、伝わりやすさを目指した
簡単な日本語のことだ。身近な言葉も別の立場から見れば
難しい。「外国人にも伝わる日本語」を通じてコミュニケー
ションのあり方を考える。■森田繁子と腹八分（河崎秋子、
徳間書店）森田繁子は自然と農業とのちょうどよいとこ
ろを見つける農業コンサルタント。愛用の真赤なBMWに
乗って全国各地へ。北海道、千葉などから依頼を受けて今
日も森田繁子が問題を解決する。日本農業新聞で大反響を
呼んだ連載小説の書籍化。■喫茶とまり木で待ち合わせ（沖
田円、実業之日本社文庫）街の片隅にある静かな喫茶店。
決して繁盛しているとは言えないが、毎日さまざまな想い
を抱えた客が訪れる。仕事と家庭の両立ができず離婚した
後も母親になれなかった自分に苦悩する30代女性。男子
であることに縛られ趣味のアクセサリー作りを誰にも話せ
ない高校生。それぞれの人生を温かな眼差しで紡ぐ連作短
編集。■リミットレス時代の転職術（森本千賀子、日本経済新聞出版）勤務
時間や場所、雇用形態など働き方の要件も大きく変わり、転職のあり方も激
変しつつある。昨日までの常識が通用しないなか、思わぬ小さな経験が予想
外に高く評価されることもある。有名転職エージェントが、働き方にまつわ
る最新知識、転職の準備や心構えをわかりやすく、コンパクトにまとめた本。
■人魚が逃げた（青山美智子、PHP研究所）ある3月の週末、SNS上で「人
魚が逃げた」という言葉がトレンド入りした。どうやら「王子」と名乗る謎
の青年が銀座の街をさまよい歩き「僕の人魚がいなくなってしまった」と語っ
ているらしい。彼の不可解な言動に多くの人が興味を持ち始める。そんな騒
動の裏で銀座を訪れた５人の男女が人生の節目を迎えていた。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

文
豪
ひ
し
め
く
坂
だ
ら
け
の
町
の
不
思
議
な
話
。
外
国
人
に
も
伝
わ
る
日
本
語
と
は
。

農
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
問
題
を
解
決
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
温
か
な
眼
差
し
で
描

く
。「
選
ば
れ
る
人
」
の
新
常
識
。
リ
ア
ル
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
往
来
物
語
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ベ
ッ
ド
タ
イ
ム
ス
ト
ー
リ
ー

と
し
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫
に

読
み
聞
か
せ
を
す
る
内
容
で
、

雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
冬
の
世
界
で

昆
虫
や
動
物
が
ど
の
よ
う
に
過

ご
し
て
い
る
か
を
描
い
た
本
。　

　

共
著
の
シ
ョ
ー
ン
・
テ
イ
ラ

ー
（
絵
本
作
家
）
と
ア
レ
ッ
ク

ス
・
モ
ー
ス
（
生
態
学
者
）
は

本
書
で
、
動
物
た
ち
の
冬
眠

（Hibernation

）
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。
雪
が
地
面
を
覆

っ
た
静
か
な
冬
の
森
で
、
木
の

幹
の
空
洞
に
は
小
動
物
た
ち
が

巣
を
作
り
、
足
元
に
は
爬
虫
類

な
ど
ほ
か
の
生
き
物
た
ち
が
眠

る
巣
穴
が
あ
る
。
そ
し
て
冬
の

あ
い
だ
に
地
下
や
池
、
川
な
ど

で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
、

動
物
た
ち
が
寒
さ
を
乗
り
切
る

方
法
に
つ
い
て
な
ど
、
子
供
と

一
緒
に
想
像
し
、
発
見
し
な
が

ら
自
然
界
の
知
識
が
学
べ
る
。

物
語
の
最
後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
昆
虫
や
動
物
た
ち
の
冬
眠

と
、
春
に
目
覚
め
た
ら
何
を
す

る
の
か
が
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
と

と
も
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
て
い
る
。
本
書
に
描
か
れ
る

子
供
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
の
関

係
も
ほ
の
ぼ
の
し
て
い
て
、
心

が
温
か
く
な
る
一
冊
。（
高
田
）

動
物
た
ち
の
冬
眠
の
物
語

 『Winter Sleep』
Written by Sean Taylor , Alex Morss

Published by Happy Yak

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ishitaniclinic.com/
mailto:info@nyseiktsu.com
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マ
ジ
ソ
ン
街
を
麗
人
が
往
く

　マジソン街は1920年代頃から広告会社開業で栄えたが、今日アッパー・イー
スト・サイド部分は高級ブランドの洋品店がびっしりと建ち並び、その間に
レストランなどのサービス業が所どころ見られる。この通りは１８３６年に
サミュエル・ラッグルズ弁護士・不動産業者のイニシアティブで 5番街とパー
ク・アベニューの間、23 丁目に始まり、ミッドタウン、アッパー・イースト・
サイド、スパニッシュ・ハーレムを通って１３８丁目のマジソン・アベニュー
橋まで続くよう新設された。通りの名前はジェームズ・マジソン第４代大統
領に因む。冷たい風とグレーの空の下、「祭りの後」の１月に素敵な装いを見
つけるなら 60 丁目以北のマジソン街が最適。ここでは高級品を身に着けて、
年長でも 30 歳で通用するルックスの持ち主に会える。 

 （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：ジャネット（59 歳）
◇職業：主婦
◇居住地：マンハッタン区の
アッパーウエストサイド
◇着用の服：オーバーはマッ
クスマーラ、ブーツはラグア
ンドボーン、サングラスはト
ムフォード◇よく利用する店：
ブルーミングデールズ

◇好きなブランド：特になし、
自分でミックスマッチする
◇着こなしで気をつけている
こと：シンプルでエレガント
で、控えめな色を選ぶ。自分
の皮膚とヘアカラーに合った
装いをする
◇撮影場所：マジソン街 62 丁
目あたり

　

ラ
ト
ガ
ー
ズ
州
立
大
学
美
術

史
学
部
を
卒
業
後
、
20
年
以
上

に
わ
た
り
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠

点
に
、
主
に
ア
ジ
ア
文
化
系
団

体
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
従
事

し
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ

エ
テ
ィ
ー
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ア

ジ
ア
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
美
術
館
に

勤
務
し
た
後
、
ア
ジ
ア
ン
・
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
カ
ウ
ン
シ
ル
日

本
財
団
の
初
代
事
務
局
長
を
務

め
、
現
代
ア
ー
ト
事
業
会
社
を

起
業
。
そ
の
後
、
新
た
に
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
実
験
ア
ー
ト
財
団

（
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｆ
）
を
共
同
設
立
し
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
レ
ジ
デ
ン
シ

ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
研
究
支
援

を
通
じ
、
日
本
人
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
。

　

一
貫
し
て
日
本
の
現
代
美
術

を
海
外
と
日
本
か
ら
見
て
き

た
。「
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
の

文
化
が
、
一
種
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的

な
良
さ
を
維
持
し
て
い
て
、
日

本
人
で
も
あ
ま
り
知
ら
な
い
地

方
の
小
さ
な
お
祭
り
の
ニ
ッ
チ

な
文
化
を
来
日
し
た
海
外
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
の
接
触
で
知
る
こ

と
な
ど
、
外
に
出
て
改
め
て
自

分
の
国
の
面
白
さ
に
気
づ
く
こ

と
が
多
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

宇
宙
事
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

Spacetainment
社
で
ア
ー
ト

事
業
を
統
括
、
史
上
初
の
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
外
壁
で
の

展
示
と
な
っ
た
野
村
康
生
さ
ん

の
宇
宙
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
監
修
（
本
紙
２
０
２
４
年
新

年
号
既
報
）
し
た
の
も
そ
ん
な

人
と
の
出
会
い
の
影
響
を
受
け

た
結
果
だ
。
近
年
は
、
特
に
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
ト
の
専
門
家
と
し

て
活
躍
し
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
の
ア
ジ
ア
ン
ア
ー
ト
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
村
上
隆
個
展
の

公
式
カ
タ
ロ
グ
に
寄
稿
す
る
一

方
で
、
Ｎ
Ｙ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ウ

イ
ー
ク
で
は
土
佐
尚
子
の
シ
ョ

ー
の
ラ
ン
ウ
エ
ー
を
２
年
連
続

で
モ
デ
ル
と
し
て
歩
く
と
い
っ

た
別
の
顔
も
あ
り
、
七
面
六
臂

の
活
躍
ぶ
り
。

　

Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｆ
の
第
一
弾
レ
ジ
デ

ン
シ
ー
企
画
で
は
日
本
の
現
代

芸
術
振
興
財
団
の
支
援
を
受
け

て
実
現
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
高

橋
銑
（
た
か
は
し
・
せ
ん
）
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｎ
Ｙ
滞

在
３
か
月
間
で
40
か
所
以
上
の

ア
ー
ト
現
場
に
案
内
し
た
。
年

明
け
に
は
、
東
京
都
主
催
の
シ

ビ
ッ
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ベ
ー

ス
東
京
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
、
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｆ
が
日
本
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
支
援
す
る
文
化
交

流
活
動
に
つ
い
て
講
演
、
一
般

社
団
法
人Open Art Lab

が

東
京
・
四
ツ
谷
駅
前
に
開
設

し
た
複
合
文
化
施
設
「M

ikke 
Gallery

」
の
初
キ
ュ
レ
ー
タ

ー
コ
ン
ペ
に
入
賞
し
て
今
春
に

企
画
展
の
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

行
う
な
ど
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
目

白
押
し
だ
。

　

こ
れ
で
も
ま
だ
公
表
で
き
な

い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
い
く
つ
か

あ
る
そ
う
だ
か
ら
、
日
本
の
新

進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
斯
波

さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
海
外
に
羽

ば
た
い
て
い
く
ア
ー
ト
元
年
の

幕
開
け
を
予
感
さ
せ
る
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ブルックリン実験アート財団（BEAF）
共同創設者兼
エグゼクティブディレクター

斯波 雅子さん

現
代
日
本
ア
ー
ト
を
海
外
に
紹
介
す
る

https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
tel:2122136069
https://artofhaiku.org/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

フ

レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
（
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
、
笠
間
将
平
）
は
12
月

26
日
・
27
日
の
2
日
間
、
幼
児

部
・
小
学
部
対
象
の
ウ
ィ
ン
タ

ー
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
お
正
月
」。

子
ど
も
た
ち
は
日
本
の
伝
統
文

化
を
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
特

別
な
活
動
に
参
加
し
た
。

　

最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

小
麦
粉
粘
土
を
使
っ
た
鏡
餅
作

り
。
食
べ
て
も
安
全
な
素
材
を

使
用
し
、
両
手
で
こ
ね
な
が
ら

小
麦
粉
粘
土
の
感
触
を
楽
し
ん

だ
。
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
に

し
よ
う
と
粘
土
を
丸
め
て
い
く

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
表
情
が

印
象
的
だ
っ
た
。
完
成
し
た
鏡

餅
を
手
に
取
っ
た
際
に
は
、
誇

ら
し
げ
な
笑
顔
を
見
せ
た
。
ま

た
、
新
年
の
干
支
「
巳
（
み
）」

の
書
き
初
め
に
も
挑
戦
し
、
独

特
な
タ
ッ
チ
や
大
胆
な
発
想
を

生
か
し
た
個
性
豊
か
な
「
巳
」

が
完
成
し
た
。

　

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

1
月
10
日
（
金
）
に
日
本
の
お

正
月
行
事
を
体
験
で
き
る
親
子

お
餅
つ
き
大
会 

を
開
催
予
定
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト https://friends.

nyikuei.org/

を
参
照
す
る
。

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー

冬
季
学
校
を
実
施

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
１
月

２
日
、 

３
学
期
の
始
業
式
を
行

っ
た
。
岡
田
校
長
は
グ
リ
ニ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
で
の
初
日
の
出
の

様
子
を
伝
え
た
後
、
今
年
も
健

や
か
で
元
気
に
自
分
の
目
標
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
述

べ
た
。
次
に
「
3
学
期
は
1
年

間
の
ま
と
め
の
学
期
」と
話
し
、

「
自
分
は
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
、
ど
ん
な
経
験
を
し

た
か
等
の
振
り
返
り
を
し
っ
か

り
行
い
３
学
期
も
仲
間
と
協
力

し
て
楽
し
い
学
校
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
伝
え
た
。

　

児
童
生
徒
代
表
の
言
葉
で

は
、
初
等
部
代
表
者
は
「
１
つ

の
こ
と
に
集
中
し
中
途
半
端
に

せ
ず
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
中
等
部
代
表
者

は
「
計
画
的
な
学
習
の
実
践
と

委
員
会
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
学
校
を
牽
引
し
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。
３

学
期
は
卒
業
す
る
６
年
生
９
年

生
は
39
日
、
そ
の
他
の
学
年
は

46
日
と
短
い
。

３
学
期
の
始
業
式

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
２
０
人
）
は
12
月
14
日
、
日

本
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
授
業
の

一
環
と
し
て
幼
児
部
餅
つ
き
会

を
開
催
し
た
。
蒸
し
た
て
の
も

ち
米
の
香
り
に
包
ま
れ
な
が

ら
、
児
童
た
ち
は
先
生
か
ら
日

本
で
お
正
月
に
餅
を
食
べ
る
意

味
や
臼
と
杵
の
名
前
や
使
い
方

な
ど
の
話
を
聞
い
た
。

　

保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
後
、
保
護
者
と
一
緒

に
杵
を
持
ち
、
一
人
10
回
ず
つ

餅
を
つ
い
た
。
初
め
て
体
験
す

る
児
童
も
い
て
、
杵
の
重
さ
で

少
し
ふ
ら
つ
き
な
が
ら
も
保
護

者
の
手
助
け
を
受
け
な
が
ら
頑

張
っ
た
。
周
り
の
児
童
た
ち
も

「
い
ち
、
に
、
さ
ん
」
と
声
を

合
わ
せ
て
数
を
数
え
、
大
盛
り

上
が
り
と
な
っ
た
。
全
員
が
も

ち
つ
き
体
験
を
し
た
後
に
は
、

つ
き
た
て
の
餅
が
児
童
と
保
護

者
た
ち
に
ふ
る
ま
わ
れ
た
。
柔

ら
か
な
餅
を
お
な
か
一
杯
食
べ

た
児
童
た
ち
は
「
お
い
し
か
っ

た
」「
い
そ
べ
が
人
気
だ
っ
た

よ
」
な
ど
大
満
足
。
も
ち
米
は

ラ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
Ｎ
Ｙ
の

厚
意
で
提
供
さ
れ
た
。

幼
児
部
餅
つ
き
会

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ

ド
ク
リ
フ
ス
、岡
本
徹
学
園
長
）

は
12
月
20
日
、
英
語
科
主
催
の

ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
行
っ

た
。
2
学
期
最
後
の
金
曜
一
日

英
語
の
日
に
開
催
さ
れ
る
恒
例

行
事
で
、
午
後
か
ら
小
学
部
の

全
児
童
が
体
育
室
に
集
ま
っ
て

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
寸
劇
や
ホ

リ
デ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
ク
イ

ズ
大
会
を
英
語
で
楽
し
ん
だ
。

　

ま
ず
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

扮
し
た
6
年
生
の
児
童
が
会
場

に
登
場
す
る
と
、
子
ど
も
達
か

ら
は
大
歓
声
が
上
が
っ
た
。
先

生
や
観
客
を
巻
き
込
ん
だ
寸
劇

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ホ
リ
デ

ー
気
分
が
一
気
に
盛
り
上
が

っ
た
。
メ
イ
ン
の
ク
イ
ズ
大

会“Kahoot!”

ゲ
ー
ム
は
、
英

語
科
の
教
師
が
考
え
た
4
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
：Christmas 

Tradition & Food, Holiday 
Spelling, School Play, Ikuei 
Trivia

に
つ
い
て
の
4
択
ク
イ

ズ
が
、
次
々
と
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
出
さ
れ
、
縦
割
り
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
た
子
ど
も
達
は
、

異
学
年
で
協
力
し
な
が
ら
ス
ピ

ー
デ
ィ
に
答
え
て
い
た
。

ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://www.gwjs.org
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://shidogakuin.com
https://www.joes.or.jp/
https://www.jhls.org/
https://friends.nyikuei.org/
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早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校

の
川
村
で
す
。
先
月
か
ら
、
中

学
受
験
・
高
校
受
験
の
ど
ち
ら

に
も
関
係
す
る
帰
国
生
入
試
に

お
け
る「
願
書
」「
面
接
」「
作
文
」

に
つ
い
て
お
話
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
特
に

重
要
な
「
面
接
」
に
つ
い
て
で

す
。
面
接
試
験
で
高
評
価
を
得

る
た
め
に
は
、
ま
ず
何
が
評
価

さ
れ
て
い
る
の
か
を
正
し
く
理

解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
当

塾
で
は
、
以
下
の
５
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
重
視
し
、
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
１
つ
ず

つ
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

　

質
問
に
対
し
て
的
確
な
回
答

が
で
き
て
い
る
か
、
ま
た
試
験

官
の
目
を
見
て
話
せ
て
い
る
か

が
重
視
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

台
本
を
「
音
読
」
し
て
い
る
よ

う
な
答
え
方
で
は
な
く
、
自
然

な
「
対
話
」
と
し
て
の
や
り
取

り
が
で
き
て
い
る
か
も
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

②
言
語
表
現
能
力　

　

日
本
語
を
適
切
な
「
で
す
・

ま
す
」
調
で
話
せ
て
い
る
か
、

幼
稚
な
言
葉
遣
い
を
し
て
い
な

い
か
、
そ
し
て
基
本
的
な
敬
語

を
正
し
く
使
え
て
い
る
か
が
問

わ
れ
ま
す
。
こ
の
能
力
は
普
段

の
生
活
か
ら
意
識
的
に
磨
い
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
論
理
的
思
考
能
力　

　
「
原
因
」
と
「
結
果
」
を
結

び
つ
け
て
考
え
、
感
覚
や
想
像

だ
け
で
な
く
、
自
分
の
経
験
を

根
拠
に
し
た
説
明
が
で
き
て
い

る
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
説
得

力
の
あ
る
回
答
を
準
備
す
る
こ

 

帰
国
生
受
験

面
接
試
験
に
つ
い
て 7

と
が
重
要
で
す
。

④
発
想
力　

　

予
想
外
の
質
問
に
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
ア
ド
リ
ブ
力
や
、

独
自
の
考
え
方
・
ア
イ
デ
ア
が

示
さ
れ
て
い
る
か
が
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
ま
す
。
創
造
性
と
即
興
力

の
両
方
が
試
さ
れ
ま
す
。

⑤
海
外
経
験
値　

　

こ
れ
が
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
海
外
な
ら
で
は
の
見

聞
や
経
験
、
自
分
を
成
長
さ
せ

た
出
来
事
や
人
物
、学
習
内
容
、

自
身
の
将
来
を
考
え
る
際
の
転

機
と
な
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

が
評
価
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
「
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
」
と
い

う
言
葉
が
示
す
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
し
て
イ

ン
プ
ッ
ト
し
た
後
は
、
繰
り
返

し
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
面
接
練

習
）を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
反
復
練
習
を
通
じ
て
、
本

番
で
高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
面

接
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
練
習

を
重
ね
る
上
で
忘
れ
て
は
い
け

な
い
の
は
「
絶
対
に
こ
の
学
校

に
入
学
し
た
い
！
」
と
い
う
強

い
思
い
で
す
。
学
校
に
つ
い
て

徹
底
的
に
調
べ
、
求
め
ら
れ
る

生
徒
像
を
理
解
し
、
そ
の
学
校

に
通
っ
て
い
る
自
分
の
姿
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
そ
の
情
熱
を
も
っ

て
、
練
習
に
取
り
組
み
、
本
番

に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
２
月
は
「
作
文
」
に
つ
い

て
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。
次
回

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

中
高
等
部
冬
ま
つ
り

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業

校
ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校

（
小
島
昇
校
長
・
児
童
生
徒
数

４
２
０
人
）
は
12
月
14
日
、
中

高
冬
ま
つ
り
を
開
催
し
た
生
徒

会
主
催
で
、
企
画
、
立
案
、
計

画
、
実
施
ま
で
を
生
徒
会
が
行

い
、
今
年
は
福
笑
い
と
障
害
物

競
走
を
実
施
し
た
。

　

福
笑
い
は
、
担
任
の
先
生
の

顔
を
も
と
に
作
成
し
た
。
目
隠

し
を
し
て
、
目
、
鼻
、
口
、
眉

毛
の
各
パ
ー
ツ
を
一
つ
ず
つ
顔

の
輪
郭
の
台
紙
に
置
い
て
い

く
。
周
囲
の
生
徒
が「
右
」「
上
」

な
ど
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
各

パ
ー
ツ
の
位
置
を
教
え
合
い
、

で
き
あ
が
っ
た
福
笑
い
の
顔
を

生
徒
全
員
で
楽
し
ん
だ
。
障
害

物
競
走
は
、
先
頭
走
者
が
ピ
ン

ポ
ン
玉
を
ス
プ
ー
ン
に
乗
せ
て

走
り
、
次
の
走
者
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
。
縄
跳
び
を
し
な
が
ら
コ

ー
ナ
ー
を
周
り
、
最
終
走
者
は

後
ろ
向
き
で
ゴ
ー
ル
ま
で
の
直

線
距
離
を
走
っ
た
。
高
校
生
と

も
な
る
と
後
ろ
向
き
で
走
っ
て

も
迫
力
が
あ
り
、
周
囲
の
応
援

に
も
力
が
入
っ
て
盛
り
上
が
っ

た
。
結
果
、
高
校
1
年
生
チ
ー

ム
が
1
位
と
な
っ
た
が
、
中
学

1
年
生
か
ら
高
校
2
年
生
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
が
一
つ
に
な

っ
て
団
結
力
が
高
ま
っ
た
。

　

日
本
文
化
を
通
じ
て
共
育
の

理
念
を
実
践
す
る
森
の
家
（
主

宰
海
野
典
子
）
は
12
月
15
日
、

第
18
回
お
ひ
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ホ
リ
デ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
た
。
前
半
は
、
子
供
達
が

日
本
に
住
む
家
族
へ
送
る
手
作

り
年
賀
状
や
お
正
月
飾
り
制
作

に
取
り
組
み
、
後
半
は
日
本
の

高
校
で
茶
道
部
部
長
歴
を
持
つ

高
橋
音
吹
君
（
16
）
に
よ
る
茶

道
の
お
手
前
が
披
露
さ
れ
た
。

音
吹
君
は
「
お
手
前
を
披
露
し

た
際
に
、
茶
道
が
日
本
文
化
の

象
徴
的
な
形
で
老
若
男
女
が
興

味
を
持
っ
て
い
て
、
お
手
前
の

後
の
話
も
聞
き
入
っ
て
く
れ
た

の
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

茶
道
が
海
外
に
住
ん
で
い
る
人

に
と
っ
て
も
興
味
を
注
が
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
誇
ら
し
く

も
感
じ
た
」
と
話
し
た
。

　

当
日
は
、
ダ
イ
ノ
ブ
56
丁
目

店
か
ら
お
菓
子
、Oh,Mommy

か
ら
発
酵
食
品
等
が
寄
付
さ
れ

た
。
森
の
家
は
、
米
国
日
本
医

師
会
か
ら
の
助
成
金
で
活
動
の

一
部
が
支
え
ら
れ
て
い
る
。
主

宰
の
海
野
さ
ん
は
「
年
齢
や
発

達
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
集
ま
り

の
中
で
、
参
加
す
る
全
員
が
楽

し
め
る
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
案
や
み
ん
な
で
守
り
た
い
最

低
限
の
ル
ー
ル
を
、
事
前
に
話

し
合
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
安
心
し

て
い
ら
れ
る
環
境
作
り
が
で
き

た
」
と
述
べ
た
。

森
の
家
で
共
育

お
ひ
さ
ま
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ホリデーパーティーを開催

茶道のお手前も披露

https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
https://starchildny.com/
https://www.nyseikatsu.com/category/kohitsu/
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高
齢
者
の
認
知
症
者
や
、
障

害
施
設
の
強
度
行
動
障
害
者
へ

の
対
応
を
薬
を
使
わ
ず
に
成
功

し
た
事
例
を
11
月
に
お
話
し
し

ま
し
た
。
前
振
り
で
「
あ
と
２

名
当
社
施
設
に
は
課
題
が
あ
り

ま
す
」
と
予
告
を
し
て
い
ま
し

た
通
り
、
今
度
は
失
敗
例
を
お

話
し
し
ま
す
。

　

１
つ
の
成
功
例
が
そ
の
ま
ま

別
の
利
用
者
に
も
使
え
る
か
、

使
え
な
い
ん
で
す
ね
。こ
れ
が
。

や
は
り
、
そ
の
利
用
者
な
り
の

課
題
解
決
方
法
が
あ
り
、
前
提

と
し
て
は
、「
当
施
設
に
来
ら

れ
る
前
の
施
設
で
の
様
子
、
対

応
方
法
か
ら
、
ど
う
し
て
当
施

設
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
、
こ
れ
を
機
に
急
な
対
応
の

変
更
を
し
て
も
い
い
の
か
。
前

の
施
設
で
の
失
敗
さ
れ
た
事
例

を
再
検
討
し
て
新
た
な
方
法
を

導
入
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
」

と
い
う
熟
考
が
一
番
重
要
だ
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
た
だ
「
う
ち
は
う
ち
、

よ
そ
は
よ
そ
」
と
い
う
手
法
で

や
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
２
年

間
も
施
設
は
苦
し
む
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
、

１
年
の
半
分
の
６
回
も
入
退
院

を
繰
り
返
し
、
退
院
ご
と
に
精

神
状
態
が
悪
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り
で

し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
が
起
き

て
い
た
の
か
と
い
う
と
、
自
分

の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
と
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
る
。
通
常
で
あ

れ
ば
、
楽
し
い
こ
と
や
ワ
ク
ワ

ク
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ス
ト

レ
ス
は
発
散
で
き
る
は
ず
で
す

が
、
こ
の
方
は
ス
ト
レ
ス
は
コ

ッ
プ
に
み
る
み
る
溜
め
て
い
く

ば
か
り
で
ど
ん
な
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
て
も
、
大
笑
い
す
る

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
定
の
ス

ト
レ
ス
が
コ
ッ
プ
か
ら
あ
ふ
れ

出
す
と
、
大
笑
い
し
た
そ
の
数

分
後
で
も
構
わ
ず
、
電
話
で
母

親
に
当
た
り
散
ら
す
、
当
た
り

散
ら
し
た
結
果
、
近
所
へ
大
声

を
あ
げ
る
、
職
員
へ
の
暴
力
、

自
傷
行
為
に
至
っ
て
し
ま
う
。

と
い
う
も
の
で
す
。
一
番
の
原

因
は
、
現
代
社
会
の
情
報
過
多

に
よ
る
自
身
に
入
っ
て
き
た
情

報
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
不
眠
や
不
穏
が
起
こ

る
こ
と
。
頼
れ
る
人
、
信
用
で

き
る
人
が
母
親
で
し
か
な
い
こ

と
。
さ
ら
に
は
、
そ
う
い
う
入

退
院
時
の
医
療
機
関
の
治
療
方

針
や
回
復
へ
の
段
階
の
情
報
共

有
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
専
門
職
で
あ
る
我
々

10
人
の
誰
も
が
対
処
療
法
に
終

始
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
12
月

初
旬
に
医
療
機
関
に
そ
の
こ
と

を
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
実

は
、
医
療
機
関
も
治
療
、
回
復

の
方
法
が
わ
か
ら
ず
、
あ
る
意

味
、
薬
さ
え
与
え
れ
ば
な
ん
と

か
な
る
と
入
院
期
間
で
放
置
し

て
し
ま
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

こ
れ
は
医
療
機
関
だ
け
で
な

く
、
医
療
機
関
に
何
の
具
体
性

も
な
く
漠
然
と
し
た
期
待
だ
け

し
て
い
た
我
々
に
も
反
省
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
経
営
の

リ
ス
ク
は
初
動
が
大
切
」
と
い

う
よ
う
に
、入
居
相
談
の
際
に
、

「
う
ち
の
施
設
に
来
ら
れ
る
こ

と
で
絶
対
改
善
で
き
る
は
ず
」

と
過
信
し
て
い
た
こ
と
。
会
社

失
敗
事
例
か
ら
学
ぶ
個
々
と
の
付
き
合
い
方

と
し
て
も
運
営
理
念
と
行
動
指

針
「
利
用
者
の
た
め
に
」
の
簡

易
な
根
性
論
だ
け
で
し
か
な
か

っ
た
の
で
す
。
重
度
精
神
障
害

の
方
へ
の
理
論
、
仮
説
に
基
づ

い
た
対
応
が
後
回
し
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
方
だ
け
に
適
応
さ
れ

る
環
境
づ
く
り
が
疎
か
に
な
っ

て
い
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

結
局
、
年
を
あ
け
て
、
２
年
２

か
月
の
歳
月
を
経
て
、
他
施
設

へ
移
送
。
た
ら
い
回
し
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
「
理
念
、行
動
指
針
」
や
「
利

用
者
の
た
め
」
な
ん
て
飾
り
の

良
い
言
葉
だ
け
で
は
結
果
が
良

く
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
時

に
は
厳
し
く
、
住
ん
で
お
ら
れ

る
利
用
者
全
員
が
全
員
同
じ
ル

ー
ル
と
は
表
面
上
は
つ
く
り
つ

つ
も
、
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
人

だ
け
の
独
自
ル
ー
ル
を
冷
酷
に

発
令
す
る
必
要
も
あ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ル
ー
ル
の
差

が
大
き
す
ぎ
る
と
「
苦
情
」
や

「
不
穏
」
に
な
ら
れ
る
か
ら
、

そ
の
加
減
が
と
て
も
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
絶
対
や
っ
て
は
い

け
な
い
ル
ー
ル
は
「
あ
な
た
以

外
は
全
員
や
っ
て
い
ま
す
よ
。

や
っ
て
い
な
い
の
は
あ
な
た
だ

け
で
す
よ
」
と
い
う
差
別
的
な

一
律
ル
ー
ル
を
強
い
る
こ
と
。

「
中
立
公
正
」「
公
平
、
平
等
」

も
大
切
で
す
が
「
個
別
性
」
も

活
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
対
応
ル
ー
ル
の
反
省
を

次
の
施
設
に
お
願
い
す
る
な
ら

ば
、
具
体
的
に
は
「
夜
９
時
〜

朝
７
時
ま
で
の
ス
マ
ホ
禁
止
」

「
親
と
の
連
絡
は
週
１
回
」
を

次
の
施
設
で
の
新
ル
ー
ル
と
し

て
入
居
要
件
に
盛
り
込
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ど
こ
ま
で
利
用
者
本
人
が

守
れ
る
か
。
で
も
、
そ
う
し
な

い
と
、
そ
の
方
の
30
代
〜
40
代

は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
未
来

に
な
っ
て
し
ま
う
と
心
配
し
て

い
ま
す
。

　

実
は
、
高
齢
者
の
場
合
も
、

認
知
症
に
よ
る
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
と
い

う
症
例
が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｐ
Ｓ

Ｄ
の
対
応
方
法
も
利
用
者
本
人

の
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
を
検
討
し
た
個

別
の
施
設
ル
ー
ル
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
は
戦

前
高
齢
者
に
比
べ
て
も
異
質
、

特
別
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
失
敗

は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ベ
ス
ト
で
は
な
く
て
も
ベ
タ
ー

で
良
い
の
で
、
事
例
を
た
く
さ

ん
積
ん
で
い
る
事
業
所
の
話
を

聞
い
て
か
ら
、
入
居
を
決
め
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
シ
テ
ィ

バ
イ
ク
の
料
金
が
６
日
か
ら
値

上
げ
さ
れ
た
。
値
上
げ
は
４
年

連
続
。
バ
ス
や
地
下
鉄
に
比
べ

料
金
が
高
い
と
い
う
声
は
根
強

く
あ
る
も
の
の
利
用
者
は
増
加

を
続
け
て
お
り
、
シ
テ
ィ
バ
イ

ク
を
所
有
す
る
配
車
サ
ー
ビ
ス

会
社
リ
フ
ト
は
さ
ら
に
利
用
エ

リ
ア
を
広
げ
て
い
く
計
画
だ
。

　

非
会
員
は
ロ
ッ
ク
解
除
が
必

要
で
、
こ
れ
が
４
ド
ル
79
セ
ン

ト
か
ら
４
ド
ル
99
セ
ン
ト
に
な

る
。
消
費
税
を
入
れ
る
と
５
ド

ル
43
セ
ン
ト
と
な
る
。
30
分
を

超
え
る
と
取
ら
れ
る
超
過
料
金

は
、
こ
れ
ま
で
１
分
あ
た
り
36

セ
ン
ト
だ
っ
た
が
38
セ
ン
ト
に

な
っ
た
。

　

ロ
ッ
ク
解
除
が
不
要
の
１
日

パ
ス
（
30
分
乗
り
放
題
。
30
分

超
過
後
は
15
分
ご
と
に
4
ド

ル
）
は
19
ド
ル
の
ま
ま
だ
が
、

2
月
３
日
か
ら
は
25
ド
ル
に
な

る
。

　

会
員
の
年
会
費
は
、
２
１
９

ド
ル
99
セ
ン
ト
で
据
え
置
き
さ

れ
た
が
、
45
分
を
超
え
る
と
取

ら
れ
る
超
過
料
金
は
１
分
あ
た

り
24
セ
ン
ト
か
ら
25
セ
ン
ト
に

な
っ
た
。
リ
フ
ト
ピ
ン
ク
も
年

会
費
は
１
９
９
ド
ル
の
ま
ま
だ

が
、
45
分
を
超
え
る
と
取
ら
れ

る
超
過
料
金
は
１
分
25
セ
ン
ト

に
な
っ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
、

非
会
員
の
超
過
料
金
が
1
分
あ

た
り
32
セ
ン
ト
に
、
会
員
は
同

21
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。

　

シ
テ
ィ
バ
イ
ク
の
利
用

シ
テ
ィ
バ
イ
ク
値
上
げ

利
用
可
能
区
域
を
拡
大

回
数
は
２
０
２
４
年
全
体

で
４
５
０
０
万
回
以
上
を

記
録
し
、
２
０
２
３
年
の

３
６
０
０
万
回
か
ら
25
％
も
増

加
し
た
。
昨
年
11
月
の
利
用
回

数
は
約
３
７
０
万
回
で
１
日
平

均
利
用
は
約
12
万
３
０
０
０
回

と
な
っ
た
。
シ
テ
ィ
バ
イ
ク
を

所
有
す
る
配
車
サ
ー
ビ
ス
会
社

リ
フ
ト
は
、
来
年
秋
に
ブ
ロ
ン

ク
ス
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
、
ク
イ

ー
ン
ズ
地
区
の
新
た
な
地
域

に
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
す
る
計

画
。
実
現
す
れ
ば
シ
テ
ィ
バ

イ
ク
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は

３
万
６
０
０
０
台
以
上
の
自
転

車
と
２
４
０
０
か
所
の
駐
輪
場

が
設
置
さ
れ
る
。
２
０
１
３
年

に
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
の
お
よ
そ

７
倍
の
規
模
と
な
る
。

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp


　

２
０
２
４
年 

11 

月
１
日
か

ら 

11 

日
ま
で
、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
高
校
で
日
本
語
を
専
攻
し

て
い
る 

32 

人
の
学
生
グ
ル
ー

プ
で
日
本
へ
修
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。
日
本
は
、
私
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
が
行
っ
た
こ

と
の
な
い
国
で
し
た
。
私
も

そ
の
１
人
で
、
日
本
の
文
化

や
料
理
に
つ
い
て
も
っ
と
学

び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
異
国
に
行
く
こ

と
は
、
私
た
ち
の
多
く
に
と

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
、

歴
史
、
料
理
な
ど
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
良
い
機

会
で
し
た
。
こ
の
修
学
旅
行

で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
び
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
た
く
さ

ん
の
人
々
と
多
く
の
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
場
所
は
京

都
で
し
た
。
私
た
ち
の
多
く

は
時
差
ボ
ケ
に
な
っ
て
と
て

も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
。
み

ん
な
が
日
本
で
新
し
い
環
境

に
慣
れ
て
き
た
頃
、
清
水
寺

や
奈
良
公
園
な
ど
、
日
本
の

文
化
に
満
ち
た
多
く
の
歴
史

的
名
所
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

寺
院
の
建
築
や
か
わ
い
く
、

し
つ
こ
く
つ
い
て
く
る
鹿
ま

で
、
そ
こ
で
見
る
景
色
は
と

て
も
美
し
か
っ
た
で
す
。
残

念
な
が
ら
私
た
ち
は
夜
に
観

光
名
所
か
ら
離
れ
た
京
都
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
に
戻
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

楽
し
み
に
し
て
い
た
金
閣
寺

に
も
行
く
こ
と
も
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
旅
行
全
体
で

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、
石

川
県
金
沢
泉
ヶ
丘
高
校
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
た
こ
と
で
し

た
。
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

た
の
は
、
金
沢
泉
丘
高
校
の 

2
年
生
、
ア
ン
ジ
と
い
う
学

生
で
し
た
。
彼
の
家
族
は
、

猫
を
飼
っ
て
い
て
、
み
ん
な

と
て
も
親
切
で
し
た
。
初
日

の
夜
に
は
お
好
み
焼
き
を
作

っ
て
く
れ
て
、
次
の
夜
は
地

元
の
温
泉
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
と
て
も
思
い

出
深
い
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
学
校
は
、
と
て
も

き
れ
い
で
生
徒
た
ち
は
、
み

（15）　　 ［作文のページ］ 2025年（令和 7年）1月 11日（土）「
友
達
の
定
義
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
幸
音

ん
な
と
て
も
勉
強
熱
心
で
し

た
。
そ
ん
な
き
ち
ん
と
し
た

学
校
を
見
て
、
私
た
ち
ア
メ

リ
カ
の
の
ん
び
り
と
し
た
学

校
と
の
大
き
な
違
い
を
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
彼
ら
の
学
校
給
食
は
地

元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
と
同
じ
く

ら
い
美
味
し
く
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
広
さ
は
迷
子
に
な
る
く

ら
い
で
し
た
。
書
道
ク
ラ
ス
、

上
級
日
本
語
ク
ラ
ス
、
餅
つ

き
ク
ラ
ス
な
ど
に
参
加
し
た

後
、
私
は
ア
ン
ジ
と
一
緒
に

彼
の
陸
上
チ
ー
ム
と
そ
の
練

習
の
様
子
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は

ス
ポ
ー
ツ
に
誇
り
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
私
が
ア

メ
リ
カ
と
日
本
で
の
共
通
点

を
見
つ
け
た
数
少
な
い
こ
と

の
一
つ
で
し
た
。
こ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
楽
し
い
時
間
は

と
て
も
短
く
、
ア
ン
ジ
た
ち

と
別
れ
る
時
は
と
て
も
寂
し

か
っ
た
で
す
。
こ
の
後
、
私

た
ち
は
新
幹
線
で
旅
行
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
で
あ
る
東
京
に
到

着
し
ま
し
た
。

　

東
京
は
本
当
に
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
で
し
た
。
東
京
駅
、

浅
草
、
秋
葉
原
、
明
治
神
宮
、

渋
谷
、
原 

宿
、
お
台
場
、
新

宿
御
苑
、
ア
メ
横
な
ど
の
賑

や
か
な
街
の
数
々
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
旅

行
の
最
高
の
部
分
で
し
た
。

私
た
ち
が
、
滞
在
し
た
上
野

ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
か
ら
す
ぐ

近
く
に
あ
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
秋
葉
原
ま

で
歩
い
て
見
に
行
っ
た
り
、

上
野
で
食
事
や
買
い
物
に
行

っ
た
り
、
地
下
鉄
や
大
型
バ

ス
を
使
っ
て
東
京
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
行
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
ス
全
員
で
、

非
常
に
伝
統
的
な
茶
道
を
体

験
し
た
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
し

ま
し
た
。
私
た
ち
の
思
い
出

は
す
べ
て
、
み
ん
な
で
ま
と

め
て
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
し
て

お
り
、
楽
し
い
時
間
を
思
い

出
し
た
い
時
は
そ
の
写
真
ラ

イ
ブ
ラ
リ
を
見
て
い
ま
す
。

　

こ
の
旅
行
を
通
じ
て
、
私

は
日
本
文
化
へ
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
人
と
し
て
も

少
し
成
長
で
き
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
日
本
に
は
、「
和
の

　

S
N
S
が
普
及
し
始
め
た

こ
の
世
界
。
新
た
な
常
識
や

考
え
方
が
広
ま
り
始
め
て
い

る
の
と
同
時
に
、
新
た
な
言

葉
や
フ
レ
ー
ズ
が
生
ま
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
も
、
私
が

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
い
言
葉

は
、「
リ
ア
友
」
と
「
ネ
ッ
友
」

と
い
う
言
葉
だ
。
こ
れ
ら
の

言
葉
は
、
私
に
こ
の
世
界
の

新
た
な
常
識
を
教
え
て
く
れ

た
と
同
時
に
、「
友
達
」
の
定

義
や
価
値
観
を
見
つ
め
直
す

機
会
を
く
れ
た
の
だ
。
ネ
ッ

友
と
リ
ア
友
。
私
は
、
こ
の

二
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
思
う

こ
と
を
、
こ
の
作
文
を
通
し

て
伝
え
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
、
リ
ア
友
と
ネ
ッ
友

の
意
味
を
説
明
し
よ
う
か
。

リ
ア
友
と
は
、
リ
ア
ル
…
つ

ま
り
、
現
実
世
界
で
仲
良
く

な
っ
た
友
達
の
こ
と
を
指
す
。

そ
れ
に
対
し
、
ネ
ッ
友
と
は
、

S
N
S
な
ど
ネ
ッ
ト
上
で
仲

良
く
な
っ
た
友
達
の
こ
と
を

指
す
。
今
の
よ
う
に
、
ネ
ッ

ト
上
で
人
と
繋
が
る
こ
と
が

容
易
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

生
ま
れ
た
言
葉
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
に
も
リ
ア
友
と

ネ
ッ
友
が
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

リ
ア
ル
で
会
っ
た
こ
と
が
あ

る
か
な
い
、
な
ど
の
根
本
的

な
違
い
が
あ
る
が
、
面
白
い

こ
と
に
接
し
方
に
も
違
い
が

出
て
い
る
の
だ
。
例
と
し
て
、

幼
馴
染
と
、
一
番
仲
の
良
い

ネ
ッ
友
と
の
関
係
性
の
違
い

を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
私
は
幼
馴
染
と
よ

く
一
緒
に
遊
び
に
行
く
。
お

料
理
教
室
に
行
っ
た
り
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行
っ

た
り
、
会
え
な
い
と
き
は
ビ

デ
オ
通
話
を
し
た
り
し
て
い

る
。
そ
の
子
と
は
関
わ
り
が

長
い
と
い
う
の
も
あ
る
が
、

よ
く
ふ
ざ
け
合
う
仲
だ
。
常

に
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
で
冗
談

を
言
い
合
っ
て
い
る
し
、
私

だ
っ
て
彼
女
と
い
る
と
、
自

然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
胸
が

お
ど
る
の
だ
。
最
近
は
月
一

で
そ
の
子
に
会
っ
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
日
が
待
ち
遠
し

く
て
し
か
た
が
な
い
。
私
に

と
っ
て
、
そ
の
子
と
過
ご
す

時
間
は
、
本
当
に
楽
し
い
の

だ
。

　

ネ
ッ
友
の
子
と
も
、
一
緒

に
い
る
時
間
は
楽
し
い
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、

楽
し
い
と
い
う
言
葉
よ
り
も
、

い
や
し
と
い
う
言
葉
の
方
が

あ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
そ
れ
は
、
彼
女
に
は
言

い
に
く
い
こ
と
も
言
え
る
か

ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
幼
馴
染
の
子
に
も
、

色
々
な
悩
み
を
相
談
で
き
る
。

し
か
し
、
顔
を
合
わ
せ
た
り
、

ふ
ざ
け
合
っ
て
い
る
と
、
な

ん
と
な
く
暗
い
話
は
し
に
く

い
、と
い
う
も
の
だ
。
し
か
し
、

不
思
議
と
そ
の
子
と
は
、
そ

の
よ
う
な
話
も
し
や
す
い
の

だ
。
顔
を
合
わ
せ
ず
、
ネ
ッ

ト
上
で
話
す
か
ら
こ
そ
、
暗

い
話
に
も
切
り
か
え
ら
れ
る

し
、
そ
の
よ
う
な
話
を
切
り

出
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
な

い
。
何
よ
り
、
何
も
お
互
い

の
こ
と
を
知
ら
な
い
か
ら
こ

そ
の
気
づ
か
い
、
と
い
う
も

の
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
私
の
経
験
談
に
つ

い
て
は
話
し
終
わ
っ
た
が
、

全
員
が
全
員
こ
う
と
は
限
ら

な
い
。
ネ
ッ
友
だ
か
ら
こ
う

い
う
関
係
性
、
と
か
、
そ
う

い
う
決
ま
り
は
な
い
の
だ
。

あ
く
ま
で
、
私
は
こ
の
よ
う

な
関
係
性
を
き
ず
い
て
い
る

と
い
う
だ
け
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
違

い
が
会
っ
て
も
、
共
通
点
は

あ
る
。
そ
れ
は
、
私
が
彼
女

た
ち
と
一
緒
に
い
た
い
、
大

切
だ
、
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
と
て
も
無
難
で
、

誰
で
も
い
え
る
言
葉
だ
が
、

本
当
に
心
か
ら
そ
う
思
っ
て

い
る
の
だ
。

　

も
し
も
、
彼
女
た
ち
と
離

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
私
は

余
命
宣
告
を
受
け
た
よ
う
な

気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
。
い

や
、
も
し
か
し
た
ら
、
そ
ん

な
光
景
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ず
、

実
感
が
わ
か
な
い
ま
ま
、
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど

ま
で
に
、
彼
女
た
ち
は
私
の

中
で
大
切
な
存
在
な
の
だ
。

　

リ
ア
ル
だ
か
ら
こ
そ
の
良

さ
も
、
ネ
ッ
ト
だ
か
ら
こ
そ

の
良
さ
も
あ
る
。
だ
け
ど
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
接
し
方
の

違
い
で
あ
り
、
互
い
の
想
い

に
違
い
が
あ
る
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
。
少
な
か
ら
ず
、

私
は
そ
う
信
じ
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
、
リ
ア
ル
で
も
ネ

ッ
ト
で
も
、
友
達
を
大
切
に

で
き
る
私
で
い
た
い
。
私
に

く
れ
た
楽
し
さ
と
愛
を
、
ち

ゃ
ん
と
返
せ
る
人
で
、
私
は

あ
り
た
い
。
そ
れ
が
、
私
の

思
う
、
友
達
を
持
つ
、
と
い

う
意
味
だ
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
７
年
）

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

ギ
ュ
ッ
と
つ
ま
っ
て
る

か
な
し
い
気
持
ち

う
れ
し
い
気
持
ち

ゆ
う
き
を
く
れ
た
り

よ
ろ
こ
び
を
く
れ
た
り

本
は
ま
ほ
う
つ
か
い

気
持
ち
を
か
え
る　

ま
ほ
う
つ
か
い

本
は
ま
ほ
う
つ
か
い

何
十
年
で
も　

何
百
年
で
も

時
を
超
え
て

昔
の
人
の
考
え
を

と
ど
け
て
く
れ
る

本
は
ま
ほ
う
つ
か
い

自
分
の
持
っ
て
い
る
も
の
を

す
べ
て
あ
た
え
て

未
来
が
広
が
る

　
　
　
　
　

 （
滞
米
５
か
月
）
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精
神
」
と
呼
ば
れ
る
他
者
と
の

調
和
を
重
ん
じ
る
文
化
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
考
え
方
は
、
他
人

の
気
持
ち
を
配
慮
す
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
日
本

の
礼
儀
作
法
で
す
。
例
え
ば
、

電
車
の
中
で
静
か
に
し
た
り
、

道
を
譲
っ
た
り
す
る
な
ど
、
日

本
で
見
た
こ
う
し
た
他
人
へ
の

小
さ
な
配
慮
の
一
つ
一
つ
が
、

社
会
全
体
を
よ
り
良
く
し
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
修
学
旅
行
は
単
な
る

観
光
旅
行
で
は
な
く
、
私
に
と

っ
て
大
切
な
学
び
の
機
会
と

な
り
ま
し 

た
。
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
旅
行
で
学
ん
だ
こ
と
を
日

常
生
活
で
生
か
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
例
え
ば
、
美
し
い
環
境

を
守
る
た
め
に
周
り
の
人
た
ち

と
協
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
見
た
美

し
い
景
色
や
親
切
な
人
た
ち
の

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
次
に
日
本

を
訪
れ
る
時
に
は
、
さ
ら
に
深

い
理
解
を
持
っ
て
日
本
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「本」
　　　　リセ・ケネディ日本人学校補習校小４

　　　　　　　　　　　　　　小野　葉月

「
み
ん
な
で
作
っ
た
学
園
祭
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
幹
太

「
日
本
へ
の
修
学
旅
行
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
高
10
・
日
本
語
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
リ
ガ
ー
　
デ
イ
ビ
ッ
ド

　

今
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育

英
学
園
の
学
園
祭
が
あ
り
ま

し
た
。
ぼ
く
た
ち
三
年
生
は
、

「
王
様
と
九
人
の
き
ょ
う
だ

い
」
を
や
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
お
客
さ
ん
の
前
で
役

を
え
ん
じ
る
の
は
と
て
も
き

ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
が
、
大

き
な
声
で
セ
リ
フ
を
言
う
事

が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

学
ん
だ
事
や
気
付
い
た
事
に

つ
い
て
書
き
ま
す
。

　
「
王
様
と
九
人
の
き
ょ
う
だ

い
」
で
ぼ
く
は
何
も
食
べ
な

く
て
も
へ
っ
ち
ゃ
ら
の
「
は

ら
い
っ
ぱ
い
」
を
え
ん
じ
ま

し
た
。
ぼ
く
は
人
前
に
立
つ

の
が
苦
手
で
、
本
番
で
セ
リ

フ
を
わ
す
れ
て
し
ま
っ
た
ら

ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
先
生
に
「
お
客
さ
ん

は
セ
リ
フ
を
知
ら
な
い
か
ら
、

間
ち
が
え
て
も
ど
う
ど
う
と

大
き
な
声
で
言
え
ば
大
丈

夫
。」
と
教
え
て
も
ら
い
、
げ

き
を
楽
し
む
事
が
出
来
ま
し

た
。

　

こ
の
げ
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ

と
く
い
な
分
野
が
あ
る
兄
弟

た
ち
が
き
ょ
う
り
ょ
く
し
合

う
と
、
大
き
な
力
に
な
る
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
こ
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
つ
い
、

自
分
よ
り
何
か
が
上
手
な
人

が
い
る
と
う
ら
や
ま
し
く
な

っ
た
り
、
お
い
つ
け
る
よ
う

に
む
り
を
し
て
が
ん
ば
っ
て

し
ま
う
所
が
あ
り
ま
す
。
で

も
も
っ
と
自
分
の
気
持
ち
を

大
切
に
し
て
自
分
の
と
く
い

な
事
を
楽
し
く
の
ば
す
事
も

大
事
な
の
か
な
と
気
が
付
き

ま
し
た
。「
み
ん
な
が
ち
が
っ

て
み
な
良
い
」
と
は
こ
の
事

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

去
年
ま
で
は
先
生
に
ス
ト

ー
リ
ー
を
考
え
て
も
ら
っ
て

い
ま
し
た
が
、
今
年
は
み
ん

な
で
相
談
し
て
色
々
な
事

を
決
め
ま
し
た
。
同
じ
日
に

や
っ
た
英
語
げ
き
、「W

illy 
W
onka and the Chocolate 
Factory

」
で
のImagination

とCreation

を
大
切
に
生
き

て
ね
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

重
な
っ
て
、
と
て
も
良
い
け

い
け
ん
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
８
か
月
）

https://japaneseschool.org
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年
末
年
始
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
人
が

集
ま
る
時
、
か
か
せ
な
い
の
は
和
の
ア
イ
テ
ム
。

飲
食
を
は
じ
め
、
和
ご
こ
ろ
を
盛
り
上
げ
る
雰
囲

気
は
大
切
。
そ
の
中
で
も
、
障
子
は
特
に
効
果
的

で
あ
る
。
和
紙
を
使
い
、
日
本
の
木
工
芸
と
を
組

み
合
わ
せ
、
温
か
み
の
あ
る
木
工
イ
ン
テ
リ
ア
は
、

集
ま
り
の
魅
力
を
十
分
に
引
き
出
す
。

　

障
子
の
和
紙
と
家
具
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
か
ら
、
少

し
懐
古
的
で
あ
り
、
か
つ
鮮
や
か
な
、
色
彩
感
の

あ
る
雰
囲
気
を
出
す
。
障
子
の
本
物
の
和
紙
か
ら

も
れ
る
柔
ら
か
な
光
で
、
体
の
内
側
か
ら
、
和
を

感
じ
と
れ
る
。

｠　
こ
の
障
子
は
、
耐
火
性
和
紙
で
つ
く
ら
れ
、
自

然
と
や
わ
ら
か
さ
を
な
感
じ
る
一
方
で
、
層
構
造

に
な
っ
た
芯
部
は
補
強
さ
れ
、
破
れ
る
こ
と
は
な

く
、
か
つ
、
こ
ち
ら
の
消
防
法
に
準
拠
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
に
最
適
。

　　

障
子
や
枠
は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸
法
に
合
わ

せ
て
つ
く
る
の
で
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
を
除
き
、
障
子

和
紙
４
枚
分
で
、
だ
い
た
い
２
０
０
０
ド
ル
く
ら

い
か
ら
（
色
々
な
地
域
・
法
律
条
件
や
、
寸
法
に

よ
っ
て
異
な
る
、
物
品
の
み
で
設
置
含
ま
ず
）。

家
具
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
。

（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

｠

やはり家族知人の集いには和のテイストがありがたい

問い合わせは　info@precious-piece.com　小平さん　詳細は www.precious-piece.com

　

充
実
し
た
施
設
や
定
期
的
な

改
装
に
よ
る
新
し
さ
が
人
気
の

賃
貸
ア
パ
ー
ト
で
す
が
、
契
約

の
際
に
必
要
と
な
る
申
請
や
条

件
に
つ
い
て
の
注
意
点
を
お
伝

え
致
し
ま
す
。 　

　

申
請
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
テ

ナ
ン
ト
ひ
と
り
あ
た
り
20
ド
ル

の
申
請
手
数
料
の
ほ
か
、
手
付

金
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支

払
い
ま
す
。
申
請
手
数
料
は
返

金
不
可
（Non-Refundable

）

で
、
手
付
金
も
、
申
請
か
ら
一

定
日
数
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ

ル
し
て
も
返
金
さ
れ
ま
せ
ん
。

18
歳
以
上
の
入
居
者
は
申
請
義

務
が
あ
り
、
契
約
書
の
署
名
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
入
国
前
の
配

偶
者
や
家
族
の
扱
い
に
つ
い
て

は
各
ア
パ
ー
ト
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。 　

　

申
請
は
Ｓ
Ｓ
Ｎ
が
な
く
て
も

で
き
ま
す
が
、
米
国
の
ク
レ
ジ

ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
な
い
と
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
・
デ
ポ
ジ
ッ
ト

（
預
託
敷
金
・Refundable

）

が
割
高
に
な
り
ま
す
。
Ｎ
Ｙ
州

は
賃
料
１
か
月
分
が
敷
金
の
上

限
で
、
そ
れ
を
超
え
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
米
国
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
が
十

分
で
な
い
場
合
は
保
証
会
社

（Guarantor Company

）
の

利
用
を
求
め
る
物
件
も
あ
り
、

保
証
金
はNon-Refundable

な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 　

　

中
途
解
約
条
件
は
60
日
前
通

知
と
２
か
月
の
違
約
金
支
払
い

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
ア
パ
ー
ト
に
よ
っ
て
は

違
約
金
が
３
か
月
以
上
で
あ
っ

た
り
、
３
か
月
前
通
知
と
１
か

月
の
違
約
金
と
い
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ
ー
レ
ン

ト
な
ど
の
割
引
は
該
当
契
約
を

解
約
す
る
と
払
い
戻
す
義
務
が

あ
り
ま
す
。 　

　

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
請
求
に
は

基
本
賃
料
の
他
、
共
用
施
設
費

用
や
ゴ
ミ
回
収
費
、
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
ー
料
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
固
定
請
求
に
含
ま
れ
る
も

の
、
含
ま
れ
な
い
も
の
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。
現
在
ほ
と
ん
ど

の
ア
パ
ー
ト
は
共
用
施
設
費
用

を
月
額
で
請
求
し
て
い
ま
す
。 　

　

同
じ
よ
う
に
見
え
る
ア
パ
ー

ト
で
も
申
請
や
契
約
の
条
件
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
し
、
変
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
効
率
的
な
物

件
探
し
の
た
め
、
事
前
に
諸
条

件
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス　

中

村
紘
子
）

賃
貸
ア
パ
ー
ト
の
申
請
と

契
約
の
注
意
点 
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
不
動

産
の
仲
介
手
数
料
（
年
間
家
賃

の
15
％
︶
を
家
主
に
払
わ
せ
る

法
律
が
昨
年
12
月
16
日
に
成

立
、
今
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
不
動
産
業
界

の
有
力
な
ロ
ビ
ー
団
体
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
不
動
産
協
会

（
Ｒ
Ｅ
Ｂ
Ｎ
Ｙ
）
と
不
動
産
仲

介
業
者
お
よ
び
家
主
の
グ
ル
ー

プ
が
施
行
を
停
止
し
現
状
を
維

持
す
る
よ
う
求
め
る
訴
訟
を
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
の
連
邦
地
方
裁
判

所
に
起
こ
し
（
本
紙
１
月
１
日

号
既
報
）、
成
り
行
き
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ス
ト
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
都
市
で

は
、
賃
借
人
で
は
な
く
家
主

が
仲
介
手
数
料
を
不
動
産
仲

介
業
者
に
支
払
う
。
Ｎ
Ｙ
市

の
月
額
賃
貸
料
の
中
央
値
は

約
３
４
０
０
ド
ル
で
、
仲
介

手
数
料
を
入
れ
る
と
初
期
費

用
が
１
万
３
０
０
０
ド
ル
近

く
に
な
る
と
さ
れ
る
。
大
家

側
に
す
れ
ば
、
い
ま
ま
で
支

払
う
必
要
の
な
か
っ
た
不
動

産
手
数
料
を
今
後
負
担
さ
せ

ら
れ
る
な
ら
、
そ
の
分
を
家

賃
に
上
乗
せ
し
て
対
抗
し
、

家
賃
の
更
な
る
高
騰
を
招
く

可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
負
担
を
被
る
の
は
テ

ナ
ン
ト
側
と
い
う
こ
と
に
な

り
そ
う
で
、
住
民
の
Ｎ
Ｙ
脱

出
に
拍
車
が
か
か
り
そ
う

だ
。

不
動
産
手
数
料
の
負
担

大
家
側
の
対
抗
策
必
至

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
tel:18778852726
mailto:info@precious-piece.com
http://www.precious-piece.com


（17）　　 ［総　合］ 2025年（令和 7年）1月 11日（土）

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

米
国
年
金
受
給
者
の

日
本
帰
国
後
の
手
続
き

　

日
本
に
帰
国
さ
れ
る
方
か
ら

の
質
問
の
中
で
多
い
の
が
、
米

国
年
金
に
関
す
る“

住
所
及
び

振
込
口
座
の
変
更
手
続
き”

と

“

死
亡
し
た
場
合
の
対
応”

に

つ
い
て
で
す
。

　

最
初
に
日
本
へ
の
住
所
変
更

は
日
本
帰
国
後
に
住
む
住
所

が
確
定
し
た
らFormSSA-21

（https://www.ssa.gov/
forms/ssa-21.pdf 

）
を
使
っ

て
日
本
の
住
所
を
記
入
し
て
原

本
を
在
日
米
国
大
使
館
の
年
金

課
に
郵
送
し
ま
す
。
日
本
の

銀
行
口
座
に
変
更
を
希
望
さ

れ
る
場
合
はFormSSA-1199 

（https://secure.ssa.gov/
apps10/pom

s/im
ages/

SSA1/G-SSA-1199-JA-1.
pdf

）
に
記
入
し
て
同
様
に
原

本
を
在
日
米
国
大
使
館
の
年
金

課
に
郵
送
し
ま
す
。

　

そ
の
場
合
の
注
意
点
は
、

（
１
）
振
込
口
座
は
、
ド
ル
口

座
へ
の
振
り
込
み
は
出
来
ず
円

建
て
の
普
通
預
金
口
座
に
限
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
や
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

（
２
）
年
金
課
で
は
、
手
続
き

は
必
ず
日
本
に
帰
国
し
て
住
所

が
確
定
し
て
か
ら
行
う
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
手
続
き
は
出

来
ま
せ
ん
。

（
３
）
郵
送
先
は
〒
１
０
７

ー
８
４
２
０
東
京
都
港
区
赤

坂
１- 

10 -

５　

在
日
米
国

大
使
館
年
金
課
で
す
。
問
い

合
わ
せ
先
は
、
米
国
大
使

館
領
事
部
年
金
課
（
電
話

０
３
・
３
２
２
４
・
５
２
２
５

火
・
木
曜
9
〜
12
時
、
Ｅ
メ
ー

ル FBU.Tokyo@ssa.gov

）
日

本
語
可
能
）
で
す
。

（
４
）
日
本
帰
国
に
伴
い

Medicare

を
脱
退
希
望
の
場

合
は
「
連
邦
年
金
課
」
に
申
し

入
れ
れ
ば
対
応
し
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
住
所
変
更
に
使
用
す

るFormSSA-21

の
項
目
８
で

Medicare

か
ら
の
脱
退
を
申

請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

（

５
）FormSSA-21

及

び

FormSSA-1199

は
ネ
ッ
ト
で

も
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。

（
６
）
米
国
の
銀
行
口
座
を

解
約
す
る
場
合
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
す
が
、
日
本
に
帰
国
後

Form1199

を
提
出
し
、
日
本

の
口
座
に
新
た
に
年
金
が
振
り

込
ま
れ
た
こ
と
を
確
認
後
、
米

国
の
口
座
を
ク
ロ
ー
ズ
す
る
と

ス
ム
ー
ズ
に
年
金
は
止
ま
ら
ず

受
給
で
き
ま
す
。
や
む
を
得
ず

米
国
の
口
座
を
解
約
後
に
日

本
に
帰
国
し
た
た
め
年
金
の

送
金
が
な
さ
れ
な
い
場
合
も

Form1199

が
受
け
付
け
ら
れ

た
後
に
未
受
給
の
年
金
は
纏
め

て
送
金
さ
れ
ま
す
が
、
米
国
Ｓ

Ｓ
Ａ
側
で
調
整
に
時
間
が
掛
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
年
金
受
給
者
の
方
が

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
の
対
応
、

注
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

（
１
）
ま
ず
年
金
支
給
停
止
の

手
続
を
行
い
ま
す
。
書
面
に
次

の
項
目
を
記
載
し
除
籍
謄
本

（
原
本
）
1
通
を
同
封
し
て
在

日
米
国
大
使
館
年
金
課
に
郵
送

し
ま
す
。
記
載
す
る
項
目
は
、

死
亡
さ
れ
た
年
金
受
給
者
の
①

名
前 

②
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
番
号
（
不
明
な
場
合
は

生
年
月
日
）
③
死
亡
日 

④
死

亡
し
た
場
所
の
県
名
（
例　

静

岡
県
）
⑤
連
絡
者
の
名
前 

⑥

連
絡
者
の
連
絡
先
（
住
所
、
電

話
番
号
等
）
⑦
連
絡
者
の
受
給

者
と
の
関
係
（
例　

妻
）
で
す
。

宛
先
は
〒
１
０
７
ー
８
４
２
０

東
京
都
港
区
赤
坂

1

丁
目
10 - 

5
米
国
大
使

館
領
事
部
年
金
課
電
話

０
３
・
３
２
２
４
・
５
０
０
０
で

す
。

（
２
）
遺
族
（
例　

配
偶
者
）

が
米
国
年
金
を
受
給
し
て
い
る

場
合
、
年
金
課
は
除
籍
謄
本
の

受
領
後
、
自
動
的
に
配
偶
者
・

家
族
年
金
か
ら
遺
族
年
金
へ
の

切
り
替
え
と
、
死
亡
一
時
金

（
２
５
５
ド
ル
）
の
支
払
い
の

手
続
き
を
行
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
配
偶
者
の
方
は
家
族
年
金

か
ら
遺
族
年
金
へ
の
切
り
換
え

に
よ
り
配
偶
者
と
同
額
の
年
金

額
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
の
倍
の
年

金
額
に
増
額
し
ま
す
。

（
３
）
大
使
館
に
連
絡
す
る
タ

イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
過
払
い
分

が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
は
改
め
て
担
当

者
か
ら
過
払
い
分
の
返
金
方
法

に
つ
い
て
の
案
内
が
あ
り
ま

す
。
過
払
が
発
生
し
た
場
合
、

大
使
館
か
ら
連
絡
が
来
る
の
で

そ
れ
に
従
っ
て
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
米
国
年
金
は
、

受
給
者
の
死
亡
月
（
例
4
月
）

の
前
月
該
当
分
（
３
月
分
）
ま

で
が
最
終
の
受
け
取
り
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
米
国
年
金
は
日

本
国
内
で
は
翌
月
払
い
で
す
。

４
月
に
振
り
込
ま
れ
る
の
は
前

月
の
３
月
分
で
す
。

（
４
）
遺
族
年
金
の
受
給
対
象

者
は
、
①
18
歳
未
満
の
子
供 

②
62
歳
以
上
で
養
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
親
（
扶
養
家
族
と
み
な

さ
れ
る
親
）
③
60
歳
以
上
の
配

偶
者
④
60
歳
以
上
の
元
配
偶
者

（
婚
姻
生
活
が
10
年
以
上
で
遺

族
年
金
の
受
給
開
始
時
点
で
独

身
の
場
合
）
で
す
。

　

テ
キ
サ
ス
州
の
ケ
ン
・
パ
ク

ス
ト
ン
司
法
長
官
は
12
月
12

日
、
同
州
ダ
ラ
ス
近
郊
に
住
む

20
歳
の
女
性
に
違
法
に
中
絶
薬

を
郵
送
し
た
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
医
師
を
訴
え
た
。
Ｎ

Ｙ
州
で
は
中
絶
は
合
法
だ
が
、

テ
キ
サ
ス
州
で
は
心
臓
の
動
き

が
検
知
可
能
（
妊
娠
６
週
目
前

後
）
に
な
る
と
違
法
と
な
る
。

し
か
し
Ｎ
Ｙ
州
に
は
、
州
外
の

患
者
に
生
殖
医
療
を
提
供
す
る

医
師
に
対
す
る
Ｎ
Ｙ
州
の
保
護

策
（
シ
ー
ル
ド
法
）
が
あ
り
、

他
の
州
を
ま
た
い
だ
中
絶
ア
ク

セ
ス
を
め
ぐ
る
激
し
い
法
廷
闘

争
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

テ
キ
サ
ス
州
ダ
ラ
ス
北
部
の

コ
リ
ン
郡
の
州
裁
判
所
に
提
出

さ
れ
た
訴
状
に
よ
る
と
、
20
歳

の
女
性
が
遠
隔
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
通
じ
て
中
絶
薬
を
求
め
て
、

Ｎ
Ｙ
州
ニ
ュ
ー
パ
ル
ツ
の
開
業

医
で
「
遠
隔
医
療
の
た
め
の
中

絶
連
合
（
Ａ
Ｃ
Ｔ
）」
の
設
立

者
で
あ
る
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
デ

イ
リ
ー
・
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
医
師

を
訪
れ
た
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー
医

師
は
妊
娠
10
週
ま
で
の
人
に
対

し
て
中
絶
を
誘
発
で
き
る
ミ
フ

ェ
プ
リ
ス
ト
ン
と
ミ
ソ
プ
ロ
ス

ト
ー
ル
を
そ
の
女
性
に
提
供
。

女
性
は
妊
娠
９
週
目
に
薬
を
服

用
し
て
お
り
、
心
臓
の
動
き
が

検
知
可
能（
妊
娠
６
週
目
前
後
）

と
な
る
と
中
絶
を
禁
止
す
る
テ

キ
サ
ス
州
の
法
律
に
違
反
し
た

と
し
て
い
る
。
カ
ー
ペ
ン
タ
ー

医
師
は
テ
キ
サ
ス
州
で
医
師
免

許
を
持
っ
て
い
な
い
た
め
、
遠

隔
医
療
サ
ー
ビ
ス
で
薬
を
処
方

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
も

指
摘
、
同
州
の
中
絶
禁
止
法
違

反
ご
と
に
10
万
ド
ル
の
罰
金
を

支
払
う
よ
う
求
め
て
い
る
。

シ
ー
ル
ド
法
は
６
州
で
制
定

　

カ
ー
ペ
ン
タ
ー
医
師
の
も
と

を
訪
れ
た
女
性
は
７
月
、
中
絶

薬
を
服
用
し
た
直
後
に
出
血
な

ど
重
度
の
合
併
症
で
病
院
に
運

ば
れ
た
と
い
う
。
パ
ク
ス
ト
ン

司
法
長
官
は
「
テ
キ
サ
ス
州
で

は
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
と

命
を
大
切
に
し
て
い
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
州
外
の
医
師
が
テ
キ

サ
ス
州
の
住
民
に
違
法
か
つ
危

険
な
中
絶
誘
発
薬
を
処
方
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
声
明
で
述
べ

て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｎ
Ｙ
州
の
レ

テ
ィ
シ
ア
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
司
法

長
官
と
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル

知
事
は
声
明
を
発
表
し
、
ジ
ェ

ー
ム
ズ
司
法
長
官
が
「
州
外
か

ら
の
中
絶
反
対
攻
撃
」
と
呼
ぶ

も
の
か
ら
医
療
従
事
者
を
守
る

こ
と
に
尽
力
す
る
と
表
明
し

た
。
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
、
こ
の
訴
訟
は

パ
ク
ス
ト
ン
州
司
法
長
官
が

「
遠
隔
医
療
に
よ
る
中
絶
を
全

国
的
に
禁
止
し
よ
う
と
す
る
こ

と
で
、
女
性
の
健
康
と
幸
福
よ

り
も
中
絶
反
対
の
政
策
を
優
先

し
て
い
る
」
と
評
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
州
の
シ
ー
ル
ド
法
は
、

Ｎ
Ｙ
州
で
は
合
法
と
な
る
生
殖

医
療
を
受
け
た
人
々
に
制
裁
を

科
そ
う
と
し
て
い
る
他
州
の
捜

査
官
に
州
や
地
方
機
関
が
協
力

す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
保

護
さ
れ
た
医
療
に
関
す
る
引
き

渡
し
要
求
を
知
事
が
認
め
る
こ

と
を
禁
じ
て
お
り
、
Ｎ
Ｙ
州
の

証
人
は
そ
う
し
た
医
療
に
関
す

る
他
州
の
手
続
き
で
証
言
す
る

よ
う
強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い

と
し
て
い
る
。

　

ロ
ー
対
ウ
ェ
イ
ド
事
件
を
覆

中
絶
巡
り
法
廷
闘
争
激
化

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
中
絶

薬
の
使
用
が
増
え
、
い
ま
で
は

中
絶
の
３
分
の
２
は
中
絶
薬
に

よ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
中
絶
に

寛
容
な
州
や
他
の
国
の
医
師
か

ら
中
絶
薬
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

州
に
薬
が
流
入
し
て
い
る
の
が

原
因
と
見
ら
れ
る
。

テ
キ
サ
ス
州
が
Ｎ
Ｙ
医
師
訴
え
る

訂
正
＝
本
紙
新
年
号
７
面
の
日

本
語
学
習
ブ
ー
ム
記
事
中
、
ジ

ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
「
レ
ベ
ル
４
で
は

否
定
形
な
ど
と
順
を
追
っ
て
学

ん
で
い
く
」
と
あ
る
の
は
「
レ

ベ
ル
４
で
は
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
ス

ピ
ー
チ
な
ど
と
順
を
追
っ
て
学

ん
で
い
く
」
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
ま
す
。

　

１
月
5
日
、
ク
ィ
ー
ン
ズ
区

サ
ニ
ー
サ
イ
ド
の
老
舗
日
本
料

理
店
「
有
吉
」
で
、
恒
例
の
新

春
餅
つ
き
大
会
が
開
か
れ
た
。

20
年
以
上
続
く
同
イ
ベ
ン
ト

は
、
参
加
料
な
し
、
つ
き
た
て

の
お
餅
を
無
料
で
試
食
で
き
る

と
あ
っ
て
、
地
元
で
も
人
気
の

「
祭
事
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

計
22
合
も
の
も
ち
米
を
前
日

か
ら
浸
水
し
て
４
台
の
電
動
餅

つ
き
機
を
フ
ル
稼
働
す
る
な
ど

準
備
に
相
当
な
費
用
と
労
力
が

か
か
る
た
め
主
催
者
サ
イ
ド
で

は
、
今
年
は
見
送
る
案
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ン
た
ち
の

熱
烈
な
ラ
ブ
コ
ー
ル
に
応
え

て
、
急
遽
開
催
を
決
定
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
以
外
で
は
全
く
宣
伝
し
な
か

っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
１
０
０
人

以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。
赤
ち

ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も

が
新
年
へ
の
願
い
を
こ
め
て
力

一
杯
お
餅
を
つ
い
た
。
近
所
に

住
む
日
本
人
家
族
は
、「
お
い

し
い
！
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
お
正
月
を
子
供

に
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で
す
」

と
き
な
粉
味
を
頬
張
っ
た
。
米

国
人
男
性
は
「
去
年
は
傍
観
す

る
だ
け
だ
っ
た
け
ど
、
今
年
は

つ
い
て
み
た
よ
。
ど
う
だ
い
、

上
手
だ
っ
た
だ
ろ
う
？
」
と
自

慢
げ
に
力
こ
ぶ
を
見
せ
つ
け

た
。

（
中
村
英
雄
、
写
真
も)

クイーンズで恒例のお餅つき地
元
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
「
有
吉
」
が
主
催

http://brooklyntime.net
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http://www.furumoto.com
mailto:E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com
http://nenkinichikawa.org
mailto:FBU.Tokyo@ssa.gov
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mailto:FBU.Tokyo@ssa.gov
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２
０
２
４
年
は
ど
ん
な
年
で

し
た
か
？
年
末
年
始
は
日
本
へ

一
時
帰
国
さ
れ
た
方
や
、
ア
メ

リ
カ
国
内
外
の
各
都
市
の
ニ
ュ

ー
イ
ヤ
ー
を
満
喫
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
今
年
の
抱
負
は
？
今
年
何

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
？
そ
ん
な

1
月
の
う
ち
に
、
今
年
の
旅
行

計
画
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
5
時
間
で

行
け
る
中
米
の
楽
園
「
コ
ス
タ

リ
カ
」

　

コ
ス
タ
リ
カ
は
中
米
の
楽

園
・
癒
し
の
楽
園
と
呼
ば
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
た
ち
と
の

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
感
動
的

な
出
会
い
が
魅
力
で
す
。
豊
か

な
自
然
の
中
で
楽
し
め
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
充
実
し
て
お

り
、
大
自
然
が
生
み
出
し
た

１
０
０
％
ピ
ュ
ア
な
天
然
温
泉

で
、
鮮
や
か
な
植
物
に
囲
ま
れ

な
が
ら
本
格
的
な
露
天
風
呂
体

験
も
で
き
ま
す
。

　

首
都
サ
ン
ホ
セ
な
ど
は
年
中

春
の
よ
う
な
快
適
さ
で
、
3
月

〜
5
月
は
美
し
い
羽
の
ケ
ツ
ァ

ー
ル
な
ど
の
多
く
の
野
鳥
の
営

巣
時
期
、
7
月
〜
9
月
は
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
時
期
と
見
所
が
異

な
り
ま
す
。
国
土
の
4
分
の
1

が
国
立
公
園
や
自
然
保
護
区
に

指
定
さ
れ
、
変
化
に
富
ん
だ
豊

か
な
自
然
は
、
多
種
多
様
な
動

植
物
を
は
ぐ
く
む
観
光
資
源
に

満
ち
溢
れ
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
国
で
す
。

　

都
会
の
喧
騒
を
離
れ
、
自
然

が
織
り
な
す
感
動
的
な
世
界
に

飛
び
込
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
に
行
く
！
人

気
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン　

カ
リ
ブ

海
リ
ゾ
ー
ト
「
カ
ン
ク
ン
」

　

カ
リ
ブ
海
で
は
毎
年
ハ
リ
ケ

ー
ン
シ
ー
ズ
ン
が
あ
り
ま
す

が
、
カ
ン
ク
ン
は
1
年
の
う
ち

に
な
ん
と
３
０
０
日
以
上
晴
れ

て
い
て
、
雨
の
多
い
月
以
外
は

平
均
し
て
１
０
０
ミ
リ
以
下
と

と
て
も
天
候
に
恵
ま
れ
た
リ
ゾ

ー
ト
で
す
。
日
本
の
梅
雨
の
よ

う
に
一
日
中
雨
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
ス
コ
ー
ル
の
よ
う
な
雨

が
短
時
間
で
通
り
過
ぎ
る
程
度

な
の
で
、
旅
程
に
響
く
こ
と
は

あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
番
暑
い
時
期
は
日
本
と
同

じ
く
7
〜
8
月
で
35
度
以
上
、

気
温
に
比
例
し
て
水
温
も
上
が

る
の
で
海
水
浴
も
思
い
っ
き
り

楽
し
め
ま
す
。
も
し
雨
が
降
っ

て
し
ま
っ
て
も
ホ
テ
ル
内
の
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
や
ス
パ
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
マ
ヤ
博
物
館
な

ど
、
悪
天
候
で
も
楽
し
め
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
11
月
か

ら
4
月
の
乾
季
で
、
気
温
と
湿

度
が
落
ち
着
き
最
高
気
温
が
約

30
度
、
最
低
気
温
が
約
20
度
に

な
り
ま
す
。
朝
と
夜
は
少
し
気

温
が
下
が
る
の
で
長
袖
の
用
意

が
必
要
で
す
が
、
冬
で
も
も
ち

ろ
ん
海
に
入
れ
ま
す
。
12
〜
2

月
の
ご
旅
行
は
ラ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

ド
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ

い
。

今
年
こ
そ
行
き
た
い
！
「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
」「
デ
ィ

ズ
ニ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
ラ
イ
ン
」

　

ア
メ
リ
カ
に
い
る
う
ち
に
一

度
は
行
き
た
い
世
界
屈
指
の
広

さ
を
誇
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
「
フ

ロ
リ
ダ 

ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー・ワ
ー
ル
ド・リ
ゾ
ー
ト
」。　

一
度
は
行
っ
て
み
た
い
け
ど
広

す
ぎ
て
何
日
あ
れ
ば
い
い
の
？

そ
ん
な
方
に
は
5
泊
6
日
が
お

す
す
め
！
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
全
部

で
4
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ

ー
ク
の
所
要
時
間
は
1
日
以
上

な
の
で
、
オ
ー
ラ
ン
ド
到
着
日

と
出
発
日
を
除
い
て
4
日
間
ま

る
ま
る
遊
べ
る
5
泊
が
お
す
す

め
で
す
。

　

実
は
期
間
限
定
の
お
得
な
公

式
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
頻
繁
に
実

施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
得
に

行
き
た
い
方
は
要
チ
ェ
ッ
ク
！

　

ま
た
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
と
並
ん
で
フ
ァ
ン
の
多
い

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ク
ル
ー
ズ
ラ

イ
ン
」。
ク
ル
ー
ズ
と
い
え
ば

フ
ロ
リ
ダ
発
着
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ク
ル

ー
ズ
ラ
イ
ン
は
世
界
全
16
か
所

か
ら
出
航
し
て
お
り
ニ
ュ
ー
オ

ー
リ
ン
ズ
や
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か

ら
も
乗
船
い
た
だ
け
ま
す
。

　

乗
船
中
は
毎
日
人
気
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
た
ち
と
過
ご
し
、
寝
て

い
る
間
に
次
の
目
的
地
へ
。
ホ

テ
ル
並
み
の
客
室
は
も
ち
ろ

ん
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
顔
負
け
の

プ
ー
ル
や
シ
ョ
ー
、
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
、
多
種

多
様
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
海

の
上
に
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
し

ま
う
よ
う
な
豪
華
な
施
設
が
備

わ
っ
て
い
ま
す
。
途
中
立
ち
寄

る
カ
リ
ブ
海
の
島
々
で
は
、
一

度
船
を
降
り
て
現
地
で
の
絶
景

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
こ

と
も
で
き
ま
す
。

今
年
の
夏
は
大
冒
険
へ
！
「
国

立
公
園
」

　

ユ
タ
州
と
ア
リ
ゾ
ナ
州
の
州

境
に
あ
る
パ
ウ
エ
ル
湖
を
中
心

に
、
半
径
２
３
０
キ
ロ
を
囲
ん

だ
範
囲
を
「
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク

ル
」
と
呼
び
ま
す
。
そ
の
中
に

は
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
を
は

じ
め
国
立
公
園
だ
け
で
も
10
か

所
、
そ
の
他
に
も
ア
ン
テ
ロ
ー

プ
・
キ
ャ
ニ
オ
ン
な
ど
の
観
光

名
所
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ク
ル
以
外
に

も
、
色
鮮
や
か
な
温
泉
や
豪
快

な
間
欠
泉
が
楽
し
め
る
「
イ
エ

ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
」、

１
年
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
顔

を
見
せ
る
「
ヨ
セ
ミ
テ
国
立
公

園
」、
北
米
大
陸
を
南
北
に
貫

く
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
中
程
に
位

置
す
る
「
ロ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ン
テ

ン
国
立
公
園
」
な
ど
、
ひ
と
夏

で
は
行
き
切
れ
な
い
ほ
ど
の
国

立
公
園
が
ア
メ
リ
カ
に
は
存
在

し
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
は
ま
だ
始
ま
っ

た
ば
か
り
！
こ
の
機
会
に
今
年

の
旅
行
計
画
を
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

（
旅
行
会
社 

ア
ム
ネ
ッ
ト 

バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
／
テ
ー
マ
パ
ー
ク

デ
ス
ク
）

travelwithamnet.com/ja/

２
０
２
５
年
、
旅
行
に
行
く
な
ら
コ
コ
！

新
年
の
う
ち
に
今
年
の
旅
行
計
画
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

1

　

昨
年
、ICOM-ICMAH

（
歴

史
・
考
古
学
博
物
館
国
際
委
員

会
）
の
年
次
会
合
で
ソ
ウ
ル

を
訪
問
し
た
際
、
ソ
ウ
ル
特

別
市
北
東
部
の
道
峰
区
に
あ
る

ソ
ウ
ル　

ロ
ボ
ッ
ト
人
工
知
能

科
学
館
（Seoul Robot & AI 

Museum

：RAIM

）
を
訪
問

し
て
き
ま
し
た
、

　

ソ
ウ
ル
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｍ
は
、
ソ
ウ

ル
市
が
運
営
す
る
科
学
館
の
う

ち
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
人
工
知
能
だ

け
に
力
を
入
れ
た
科
学
館
で
、

企
画
・
常
設
展
示
は
韓
国
の
メ

デ
ィ
ア
ア
ー
ト
グ
ル
ー
プ
「
チ

ー
ム
・
ボ
イ
ド
」
や
韓
京
大
学

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
ナ
・
サ
ン
ホ

教
授
な
ど
が
制
作
し
、
フ
ォ
ル

ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
イ
ン
テ
ュ
イ

テ
ィ
ブ
・
サ
ー
ジ
カ
ル
・
コ
リ

ア
、
Ｈ
Ｄ
現
代
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
、

ロ
ボ
テ
ィ
ー
ズ
、
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ

ム
ズ
、
Ｋ
Ｔ
な
ど
11
社
と
大
学

が
連
携
し
、
現
場
で
直
接
使
用

ま
た
は
研
究
開
発
中
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
一
堂
に
集
め
、
２
０
２
４

年
8
月
に
開
館
し
た
ば
か
り
で

す
。

　

ト
ル
コ
の
建
築
家
メ
リ
ケ
・

ア
ル
テ
ィ
ニ
シ
ク
氏
率
い
る
建

築
事
務
所 

Ｍ
Ａ
Ａ
が
設
計
し

た
建
物
の
外
観
は
、
角
の
な
い

楕
円
形
が
目
を
引
き
ま
す
。
地

上
4
階
、
地
下
2
階
建
で
、
1

階
か
ら
3
階
を
横
切
る
チ
ュ
ー

ブ
型
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
あ

り
、
不
規
則
な
形
状
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

展
示
観
覧
は
、
ガ
イ
ド
と
共

に
巡
る
ツ
ア
ー
形
式
で
行
わ

れ
、
1
プ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
の

所
要
時
間
は
、
常
設
展
示
は
60

分
、
企
画
展
示
40
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
観
覧
は
予
約
制
で
、
ソ
ウ
ル

公
共
サ
ー
ビ
ス
予
約
シ
ス
テ
ム

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
が
、
筆
者

が
直
接
訪
問
し
た
際
は
、
お
よ

そ
40
分
程
度
の
待
ち
時
間
で
、

次
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
し

韓
国
語
の
み
で
、
英
語
の
ツ
ア

ー
は
事
前
の
予
約
が
必
要
な
よ

う
で
す
。

　

待
っ
て
い
る
間
に
、
1
階
の

共
用
ス
ペ
ー
ス
に
あ
る
展
示

や
、
2
階
の
企
業
連
携
に
よ
る

ロ
ボ
ッ
ト
・
Ａ
Ｉ
教
育
体
験
教

室
、
手
術
ロ
ボ
ッ
ト
等
を
ガ
ラ

ス
越
し
に
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
時
間
に
な
る
と
、
ド

ー
セ
ン
ト
の
案
内
で
チ
ュ
ー

ブ
型
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
3
階

に
上
が
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
の
多

く
は
子
ど
も
た
ち
や
親
子
で
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア

リ
ス
」
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
「
ロ
ボ
カ
ッ
プ

（RoboCup

）」
に
出
場
し
た
実

績
が
あ
り
、
内
部
セ
ン
サ
ー
で

ボ
ー
ル
を
認
識
し
、
Ａ
Ｉ
モ
デ

ル
で
空
間
を
学
習
し
て
動
作
す

る
仕
組
み
を
持
ち
ま
す
。
ロ
ボ

ッ
ト
犬
「
ス
ポ
ッ
ト
」
は
、
有

名
ロ
ボ
ッ
ト
企
業
ボ
ス
ト
ン
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
が
開
発
し
た
も
の

で
、
四
足
で
階
段
を
上
り
下
り

し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ロ
ボ
ッ

ト
が
来
館
者
の
表
情
を
読
み
取

り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
感
情
を

反
映
し
た
キ
ャ
リ
カ
チ
ュ
ア
を

描
く
「
Ａ
Ｉ
ペ
ル
ソ
ナ
」
技
術

展
示
、
来
館
者
と
直
接
対
話
す

る
こ
と
が
で
き
る
メ
タ
ヒ
ュ
ー

マ
ノ
イ
ド
「
マ
ス
ク
ボ
ッ
ト
」

な
ど
、
優
れ
た
展
示
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

4
階
は
企
画
展
示
室
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
今

回
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
最
近
は
博
物
館
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
も
ロ
ボ
ッ
ト
を
見

る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
な
り
ま

し
た
し
、
Ａ
Ｉ
は
私
た
ち
の
日

常
生
活
で
も
身
近
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
科
学

館
で
子
ど
も
た
ち
が
最
先
端
の

科
学
技
術
に
触
れ
る
こ
と
は
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。　

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

 第 505 回

ソウル
ロボット人工
知能科学館
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（19）　　 ［文化・芸能］ 2025年（令和 7年）1月 11日（土）

 EVENT　
■「阪神淡路大震災 30年」追悼式典と懇親会
=1/15 18:00　 NY日系人会館（49 W 45th St, 
5F）北東アメリカ兵庫県人会「CLUB GO!」と
神戸インターナショナルクラブ主催。式典には
在 NY日本国総領事館も参加予定。歌曲鎮魂曲演
奏、中垣顕實 NY仏教連盟副会長による黙祷など
が行われる。式典後、懇親会も実施。 参加費無
料だが要事前登録。申し込みは https://forms.gle/
qr1hgmPj99mfsARv9から。

■日本大学ニューヨーク校友会支部総会・新年会
＝ 1/16　18:00  NY日系人会館（49 W 45th St, 
5F）当日は、NY支部の新役員人事の承認（支部長：
大島健志郎）、支部規約の確認、同支部旗のお披
露目、校友会本部大谷喜一会長（株式会社アイン
ホールディングス代表取締役社長）の同支部訪問
などが行われる。参加費：＄60、新入会員＄20（簡
単な食事と飲み物込み）。　　　

■山口県人会懇親会＝ 1/31  18:30  NY日系人会
館（49 W 45th St, 5F）山口県出身者だけでなく、
山口県に住んだことがある人などの参加も歓迎。
会費：＄50、18歳以下＄20、軽食込み。参加申
し込みは１月 17日までにＥメール
murata@jlgc.org（村田さん）まで。

　　　CLASS/SEMINAR
■ジェトロ NY主催「米国ビザ最新動向ウェビ
ナー 　日系企業が押さえておくべきポイント」＝
1/28 19:00  日系企業を対象にした、大統領選後
の米国ビザ最新動向に関するウェビナー。 講師
はボアズ麗奈弁護士。1/20の大統領就任演説や
大統領令等の最新情報、日系企業が押さえておく
べきポイントについて解説する。定員 999人。参
加費無料。詳細は https://www.jetro.go.jp/events/
nya/81aade070165282d.html

ART
■ 鈴 木 尚 和 絵 画 展「Hollday  Show Creative 
Winter Art : A Sustainable Celebration」=1/20ま
で　SAPHIRA ＆ VENTURA Gallery（4 W. 43rd 
St., #416）造形作家・デザイナーの日本在住アー
ティスト鈴木尚和がグループ展に参加する。同展

では環境に優しく、冬の美しさを祝う革新的な作
品群が展示される。入場無料。
詳細は https://saphiraventura.com/

■文楽バックステージ＝ 1/19 まで　Japan 
Society Gallery（333 E 47th St）「文楽の舞台裏と
現代アーティストによる文楽の再解釈」という副
題のもと、日本を代表する人形浄瑠璃文楽の舞台
裏を垣間見ることができる展覧会。出演者や職人
が活用している人形や道具を紹介する。入場料：
一般＄12、シニア・学生＄10、JS会員・16歳以
下は無料。
詳細は https://japansociety.org

■日本人アーティストのグループ展「Flower 
Exhibition」＝ 1/27まで　Cohen Library Archives 
Gallery, City College,（160 Convent Ave）NY 私
立大学と東京の芸術家集団「アートラボ」による
共同主催。「花は人生や平和への願いの象徴」と
いうコンセプトの下、絵画、書道、写真など 15
人が自信作を発表する。入場無料。

■絵画展「SAKAI ART SHOW 2025」＝ 2/2ま
で  Uke Hut（36-01 36th Ave, Long Island City）
毎週ほかのアーティストとのコラボ企画も行われ
る。入場無料
詳細は https://www.sakaiartnewyork.com

■ボクシング試合　吉田実代復帰戦　２月１日
（土）午後６時開場。ニュージャージー州ニュー
アーク・プルデンシャルセンター。トリブルメイ
ンイベント第１戦午後８時 30分開幕 TBA対戦。
昨年 10月にマジソンスクエアガーデンシアター
で実施された IBF女子バンタム級タイトルマッチ
でまさかの判定負けをした吉田実代が復帰戦に挑
む。料金：リングサイド $320、$235,$125、$64。
Tel 844-446-8246 https://www.ticketsqueeze.
com/tickets/6894924/winter-warfare-2025-02-01-
18-30-00-prudential-center

琴
の
石
榑
雅
代
さ
ん
が
演
奏

源
吉
兆
庵
五
番
街
店
で
11
日

　

琴
奏
者
の
石
榑
雅
代
さ
ん
が

1
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
４
時
ま
で
源
吉
兆
案
五
番
街

店
で
新
春
琴
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
。
鑑
賞
無
料
。
11
月
の

初
演
で
大
好
評
を
得
た
琴
コ
ン

サ
ー
ト
、
伝
統
楽
器
で
聴
く
ク

ラ
シ
ッ
ク
、
第
２
回
新
春
コ
ン

サ
ー
ト
と
な
る
。
お
正
月
の
代

表
作
、「
春
の
海
」
を
琴
と
フ

ル
ー
ト
で
、「
愛
の
賛
歌
」、「
ラ

ブ
ミ
ー
テ
ン
ダ
ー
」
な
ど
を
演

奏
す
る
。
ひ
と
と
き
の
日
本
の

お
正
月
気
分
を
味
わ
え
る
。
鑑

賞
は
無
料
。
詳
細
は
Ｅ
メ
ー
ル　

masayokoto@gmail.com

 

星
の
島
句
会

折
紙
の
虎
を
飾
り
て
御
慶
か
な 

江
坂
衣
代　

        

年
新
た
大
河
ド
ラ
マ
に
わ
く
城
下 

 

太
田
風
子　

       

凍
蝶
の
淡
き
命
を
拾
ひ
け
り 

長
谷
川
久
美
子

hoshinoshima819@gmail.com

中堀海都
１９８９年千葉県生まれ。武満徹の音楽に感銘を受け、14歳よ
り作曲を始める。日本の雅楽と西洋の前衛音楽の影響を強く受
けており、一音の中に内包される様々な音に目を向け、「スペー
スタイム・ミュージック」の概念を提唱する。２０１５年に国際連
合本部にて《富士山の頂》などの作品を指揮、発表する。以降、
17年のゲーテ・インスティトゥート委嘱の《螢火》、18年の京都
芸術センター委嘱の《砂紋》、19年の日本・ハンガリー国交樹
立 100周年記念コンサートにおける東京文化会館委嘱の《二つ
の異なる絵》、20年の豊岡演劇祭委嘱のシアターオペラ《零》（脚
本・演出、平田オリザ）、21年のロワイヨモン財団委嘱・フラン
ス国立音響音楽研究所製作協力の《無数の井戸》、22年の武生
国際音楽祭委嘱の《深淵》（アルディッティ・カルテット献呈作品）
といった作品で、国際的に高い評価を得ている。ブライアン・M・
イスラエル賞、インプロンタ・アンサンブル作曲コンクール第 1
位を受賞。ローマ日本文化会館、コロンビア国立大学、東京音
楽大学、広島市立大学などでの講演など、活動は多岐にわたる。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
作
曲

家
、
中
堀
海
都
（
35
）
に
よ
る

電
子
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ア
ン
ド
・
セ

レ
モ
ニ
ー
」
が
１
月
18
日
（
土
）

午
後
７
時
か
ら
、
ロ
ー
ワ
ー
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
キ
・
ス
ミ
ス
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
フ
ォ
ー
サ
イ
ス

通
り
１
７
０
番
地
）
で
開
催
さ

れ
る
。
中
堀
は
西
洋
音
楽
に
雅

楽
の
要
素
を
取
り
入
れ
革
命
を

起
こ
し
た
武
満
徹
（
１
９
３
０

〜
96
年)

の
系
譜
を
継
ぐ
作
曲

家
で
、
本
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で

も
雅
楽
の
音
源
や
自
然
の
録
音

を
織
り
入
れ
た
音
色
世
界
を
繰

り
広
げ
る
。
彼
は
雅
楽
の
他
、

現
代
音
楽
の
作
品
で
も
知
ら

れ
、
２
０
２
１
年
に
は
ロ
ワ
イ

ヨ
モ
ン
財
団
委
嘱
の
電
子
音
楽

オ
ペ
ラ
「
無
数
の
井
戸
」
を
発

表
。
ま
た
今
秋
、
茨
城
県
水
戸

市
で
開
催
さ
れ
る
「
水
戸
国
際

音
楽
祭
」
に
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と

し
て
参
加
す
る
。

　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
佐
藤
恭
子

さ
ん
は
「
昨
年
11
月
に
彼
の

雅
楽
の
新
作
『
星
霜
』
一
、二

を
聴
い
た
が
、
自
然
を
繊
細

か
つ
壮
大
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ

た
感
性
で
表
現
し
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
電
子
音
楽
を
生
で

聴
く
の
は
初
め
て
な
の
で
楽

し
み
で
た
ま
ら
な
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。
入
場
料

は
25
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

www.kismithgallery.com/
events-2

を
参
照
す
る
。

中
堀
海
都
が
音
楽
会

電
子
音
楽
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
1月18日

https://shopnyseikatsu.com/
https://forms.gle/
mailto:murata@jlgc.org
https://saphiraventura.com/
https://japansociety.org
https://www.sakaiartnewyork.com
mailto:masayokoto@gmail.com
mailto:masayokoto@gmail.com
mailto:masayokoto@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://www.kismithgallery.com/events-2
https://www.jetro.go.jp/events/nya/81aade070165282d.html
https://www.ticketsqueeze.com/tickets/6894924/winter-warfare-2025-02-01-18-30-00-prudential-center
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第
３
話 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
気
づ
い
た
、私
が
「
バ

ツ
２
」で
は
な
く「
丸
２
」

と
呼
び
た
い
理
由

藤田カンナ
美 容 ク リ ニ ッ ク「Re:forma」 と「Kirei 
House」代表として日本の美の哲学と、米
国および世界中から取り入れた先進的な技
術を融合させ、心身の調和を重視した総合
的な美容と健康ケアを提供。女性の健康
をサポートするために開発、Femtech ア
ワードを受賞した幹細胞製品の米国代表。
KAATSU スペシャリスト認定資格およびイ
ンテグレーティブ・ニュートリション認定
ヘルスコーチの資格を持ち、コロンビア大
学で学んだビジネスと経営の知識を活か
し、事業運営や顧客サービスにおいて、常
に最先端のアプローチを追求している。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
友
人
に

「
日
本
で
は
離
婚
経
験
者
を
バ

ツ
イ
チ
と
呼
ぶ
」
と
話
し
た
と

き
の
こ
と
。
そ
の
友
人
は
、
誰

も
が
振
り
返
る
よ
う
な
オ
ー
ラ

を
放
つ
映
画
女
優
、
Ｌ
。
彼
女

は
端
正
な
顔
立
ち
と
大
胆
な
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
出
身
な
が
ら
ハ
リ
ウ
ッ

ド
の
頂
点
に
君
臨
す
る
ス
タ
ー

で
す
。
最
近
で
は
、
あ
る
国
際

的
な
映
画
祭
で
主
演
女
優
賞
を

受
賞
し
、
雑
誌
の
表
紙
を
飾
っ

た
ば
か
り
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
滞

在
中
に
は
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
の
ペ
ン
ト
ハ
ウ
ス
か

ら
ソ
ー
ホ
ー
の
隠
れ
家
カ
フ
ェ

ま
で
、
彼
女
が
訪
れ
る
場
所
が

話
題
に
な
る
ほ
ど
の
存
在
感
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
日
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ

た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
に
参
加
し
た
と
き
の
こ
と
で

し
た
。
作
品
を
眺
め
な
が
ら
、

「
日
本
で
は
離
婚
経
験
者
を
バ

ツ
イ
チ
と
呼
ぶ
」
と
話
す
と
、

彼
女
は
細
長
い
指
で
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
回
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン

ス
語
混
じ
り
の
英
語
で
こ
う
言

い
ま
し
た
。「
バ
ツ
？
な
ぜ
そ

ん
な
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
表
現
を
？

離
婚
は
新
し
い
自
分
を
見
つ
け

る
旅
の
始
ま
り
で
し
ょ
？
」と
、

ま
る
で
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
飛
び

出
し
て
き
た
か
の
よ
う
な
優
雅

な
口
調
で
返
し
て
き
た
の
で

す
。

　

実
は
、
こ
の
「
丸
2
」
と
い

う
言
葉
を
最
初
に
耳
に
し
た
の

は
、
私
が
尊
敬
し
、
会
話
を
楽

し
む
あ
る
男
性
の
友
人
と
の
や

り
取
り
で
し
た
。
彼
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
界
で
活
躍

し
、
知
的
で
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ

る
人
。
常
に
新
し
い
視
点
を
与

え
て
く
れ
る
そ
の
存
在
は
、
私

に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
で
す
。

そ
の
彼
が
、「
バ
ツ
で
は
な
く

丸
で
し
ょ
」
と
さ
ら
り
と
話
し

た
一
言
に
、
私
は
心
を
打
た
れ

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
人
生
を
肯

定
的
に
捉
え
る
、
彼
ら
し
い
優

し
さ
と
哲
学
の
表
れ
で
し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
ア
イ
デ
ア
を
友

人
女
優
の
Ｌ
に
ぶ
つ
け
て
み
た

の
で
す
。

　
「
丸
1
」
が
最
初
の
結
婚
な

ら
、「
丸
2
」
は
新
し
い
学
び

と
経
験
が
加
わ
っ
た
人
生
。
女

優
Ｌ
に
そ
う
伝
え
る
と
、
彼
女

は
微
笑
み
な
が
ら
、「
そ
れ
こ

そ
、
私
が
言
い
た
か
っ
た
こ
と

よ
」
と
。
離
婚
を
通
じ
て
得
た

強
さ
や
柔
軟
性
を
象
徴
す
る
こ

の
言
葉
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

多
様
性
と
再
出
発
へ
の
前
向
き

な
姿
勢
と
響
き
合
っ
て
い
る
の

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
日
本
に
は
素
晴
ら

し
い
文
化
が
あ
り
ま
す
。
厳
し

さ
や
規
律
を
守
る
姿
勢
、
家
族

や
社
会
の
絆
を
大
切
に
す
る
価

値
観
。
そ
れ
ら
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
夜
で
も
安
心
し
て
歩
け
る

安
全
な
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。
私
は
そ
の
日
本
文

化
を
深
く
尊
敬
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
文
化
が
背
景

に
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
バ
ツ
イ

チ
」
と
い
う
言
葉
に
は
重
み
が

あ
り
、
責
任
感
の
現
れ
で
も
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

時
に
そ
の
言
葉
が
過
去
の
経
験

を
否
定
的
に
捉
え
る
側
面
を
持

つ
こ
と
も
事
実
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
多
様
性

が
息
づ
く
街
。
こ
の
街
で
は
、

過
去
の
経
験
を
「
良
い
」「
悪

い
」
と
単
純
に
ラ
ベ
ル
付
け
す

る
こ
と
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
何

を
学
び
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て

い
く
か
が
問
わ
れ
る
。
た
と
え

ば
、混
血
の
人
々
を
「
ハ
ー
フ
」

で
は
な
く
「
複
数
」、
マ
ル
チ

レ
イ
シ
ャ
ル
と
呼
ぶ
文
化
も
そ

の
一
例
で
す
。
二
つ
以
上
の
文

化
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の
人
自

身
を
豊
か
に
し
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
の
核
と
な
る
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
思
い
出
せ
ば
、
別
の
日
、

ソ
ー
ホ
ー
の
カ
フ
ェ
で
再
会
し

た
友
人
は
、
私
が
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

生
活
に
馴
染
ん
で
き
た
か
を
尋

ね
て
き
ま
し
た
。「
異
国
で
成

功
す
る
な
ん
て
、
あ
な
た
の
努

力
と
情
熱
の
証
ね
。
特
に
、
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
で
ア
メ
リ
カ
に

来
て
言
葉
も
文
化
も
違
う
中
で

成
し
遂
げ
た
の
は
、
本
当
に
す

ご
い
こ
と
よ
」
と
、
真
剣
な
眼

差
し
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

言
葉
に
胸
が
熱
く
な
り
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
い
う
街
で
得
た
挑

戦
と
成
長
の
意
味
を
改
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
彼
女
の

視
点
に
は
、
こ
の
街
な
ら
で
は

の
多
様
性
へ
の
尊
重
と
、
人
の

物
語
を
讃
え
る
温
か
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
感
じ
た
の

は
、
人
々
が
過
去
を
「
欠
点
」

で
は
な
く
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と

し
て
語
る
姿
勢
で
す
。
離
婚
も

異
な
る
文
化
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ

ン
ド
も
、
人
生
を
豊
か
に
す
る

「
丸
」
や
「
マ
ル
チ
」
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
日
本
の
文
化
と
は
異
な
る

考
え
方
で
す
が
、
お
互
い
の
価

値
観
を
理
解
し
、
尊
重
し
合
う

こ
と
で
よ
り
広
い
視
野
を
持
て

る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

過
去
の
経
験
や
自
分
の
背
景

を
「
誇
り
」
と
し
て
捉
え
、
新

た
な
ス
テ
ー
ジ
を
「
丸
」
や
「
マ

ル
チ
」
と
し
て
描
く
。
こ
の
視

点
は
、
よ
り
自
由
で
豊
か
な
人

生
へ
の
扉
を
開
い
て
く
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
街
角
で
名
も
な
き
ス
ト
リ

ー
ト
ア
ー
ト
を
眺
め
る
よ
う
な

気
持
ち
で
、
自
分
の
人
生
に
も

新
た
な
「
丸
」
と
「
ダ
ブ
ル
」

を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

 千葉真知子の
 ART COOKING

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

　

倒
さ
れ
て
も
起
き
上
が
る
と

い
わ
れ
て
い
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

の
生
命
力
は
旺
盛
で
、
ア
ス
パ

ラ
ギ
ン
酸
が
疲
労
回
復
効
果
を

発
揮
し
、
利
尿
や
血
行
を
促
進

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
動
脈

硬
化
予
防
に
も
効
果
の
あ
る
野

菜
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ア
ス
パ
ラ
は
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

が
原
産
国
で
自
生
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
古
代
ギ

リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
時
代
で
は
す

で
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
ア
ス
パ
ラ
は
特
別
な
食
材

と
し
て
扱
わ
れ
、
貴
族
や
上
流

社
会
の
人
の
た
め
の
高
価
な
食

材
で
一
般
の
人
々
は
な
か
な
か

材料
アスパラ ...................８本　
レモン .......................１個　
無塩バター .................40g　
塩 ............................小 1/6 　
胡椒 .......................小１/3  
砂糖 .......................小１/3
ホワイトバルサミコ .小２　
パルメザンチーズ .....適宜

ア
ス
パ
ラ
＆
レ
モ
ン
バ
タ
ー

口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
野

菜
で
し
た
。

　

当
時
の
ア
ス
パ
ラ
の
食
べ
方

は
た
っ
ぷ
り
の
湯
で
ゆ
で
て
か

ら
レ
モ
ン
汁
を
ふ
り
、
塩
、
胡

椒
で
食
べ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
に
は
ア
ス

パ
ラ
だ
け
を
サ
ー
ブ
す
る
銀
の

サ
ー
バ
ー
が
作
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
市
で
ア
ス
パ
ラ
用
サ
ー
バ
ー

を
見
つ
け
て
扱
い
方
な
ど
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
野

菜
を
取
り
分
け
る
た
め
だ
け
の

道
具
が
あ
る
の
も
す
ご
い
こ
と

で
す
。

作
り
方

１　

ア
ス
パ
ラ
は
茎
の
固
い
部

分
の
皮
を
取
り
除
き
、
た
っ
ぷ

り
の
湯
で
ゆ
で
る
。
茹
で
上
が

っ
た
ら
水
で
冷
ま
し
て
か
ら
水

分
を
取
り
除
く
。

２　

鍋
に
バ
タ
ー
入
れ
て
弱
火

に
か
け
て
溶
か
し
、
レ
モ
ン
汁

大
１
（
１
／
４
個
分
）、
塩
、

胡
椒
、
砂
糖
を
入
れ
て
ホ
イ
ッ

パ
ー
で
よ
く
混
ぜ
、
ホ
ワ
イ
ト

バ
ル
サ
ミ
コ
を
加
え
て
な
め
ら

か
に
な
る
ま
で
混
ぜ
る
。

３　

①
の
ア
ス
パ
ラ
を
皿
に
の

せ
、
②
の
ソ
ー
ス
を
か
け
て
レ

モ
ン
の
皮
を
す
り
お
ろ
し
を
全

体
に
ふ
り
か
け
、
最
後
に
パ
ル

メ
ザ
ン
チ
ー
ズ
を
全
体
に
か
け

る
。
半
分
に
切
っ
た
レ
モ
ン
に

焼
き
色
を
つ
け
て
ア
ス
パ
ラ
に

添
え
る
。

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html



